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桃山学院大学教育後援会会報

4月 1日（水） ～ 4月2日（木） 新入生ガイダンス
4月 13日（月）  春学期授業開始
4月 13日（月） ～ 4月17日（金） 春学期履修登録
4月 15日（水）  創立記念日（平常授業）
7月 22日（水）  春学期授業終了
7月 27日（月） ～ 7月31日（金） 春学期末試験
8月 3日（月）  夏期休暇開始
8月 3日（月） ～ 8月31日（月） 夏期集中講義期間（学院一斉休暇期間を除く）
8月 6日（木） ～ 8月7日（金） 春学期末追試験（予定）
9月 19日（土）  夏期休暇終了

●春学期
9月 21日（月）  秋学期授業開始
9月 21日（木） ～ 9月25日（金） 秋学期履修登録
9月 26日（土）  ９月卒業証書・学位記授与式

11月 13日（金） ～ 11月15日（日） 大学祭（休講）（予定）
11月 27日（金）  聖アンデレ日礼拝（予定）
11月 28日（土）  学院逝去者追悼記念礼拝（予定）
12月 10日（木）  クリスマス礼拝（予定）
12月 22日（火）  冬期休暇前授業終了
12月 23日（水）  冬期休暇開始
1月 6日（水）  冬期休暇終了
1月 7日（木）  冬期休暇明け授業開始
1月 25日（月）  秋学期授業終了
1月 26日（火） ～ 2月1日（月） 秋学期末試験
2月 8日（月） ～ 2月9日（火） 秋学期末追試験（予定）
3月 17日（水）  卒業証書・学位記授与式

●秋学期

＊以下の国民の祝日または休日は授業を実施します。
・（昭和の日） 4 月 29 日（水）
・（敬老の日） 9 月 21 日（月）
・（秋分の日） 9 月 22 日（火）
・（勤労感謝の日） 11 月 23 日（月）

※新型コロナウイルス感染症への対応のため、変更の可能性もあります。

2 ももやま　2020.4
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桃
山
学
院
大
学
の
歴
史
と
建
学
の
精
神　

桃
山
学
院
大
学
は
、
そ
の
開
学
に
い
た

る
歴
史
の
跡
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
ふ
る
く

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
キ
リ
ス
ト
教

精
神
に
基
づ
く
人
格
教
育
を
目
的
と
し
て

Ｃ.

Ｆ.

ワ
レ
ン
師
に
よ
り
大
阪
に
開
か
れ

た
つ
つ
ま
し
い
男
子
英
学
校
（B

 o y s ' 
S

chool

）
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
こ

の
男
子
英
学
校
は
英
国
伝
道
協
会
に
属
す

る
宣
教
師
の
管
理
の
も
と
に
、
年
毎
に
発

展
し
、
幾
多
の
変
遷
苦
難
を
経
て
、
一
九

五
九
（
昭
和
三
四
）
年
、
キ
リ
ス
ト
教
新

教
日
本
伝
来
百
年
を
記
念
し
て
、
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
大
主
教
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
博
士
臨
席

の
開
学
式
を
も
っ
て
大
学
を
開
設
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

 

本
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く

人
格
の
陶
冶
と
、
世
界
の
市
民
と
し
て
広

く
国
際
的
に
活
躍
し
う
る
人
材
を
養
成
す

る
こ
と
を
も
っ
て
建
学
の
本
旨
と
し
て
い

ま
す
。

　
大
学
は
、
も
と
よ
り
真
理
探
究
の
た
め

の
学
術
研
究
機
関
で
あ
り
、
人
類
の
歴
史

と
社
会
の
発
展
に
不
可
欠
な
諸
科
学
を
研

究
発
展
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

同
時
に
ま
た
市
民
社
会
の
普
遍
的
要
求
に

こ
た
え
る
最
高
の
教
育
機
関
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

 

人
類
の
未
来
を
先
取
り
で
き
る
よ
う
な

知
的
・
文
化
的
資
質
を
そ
な
え
、
未
来
の

日
本
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
形
成
す
る
青
年

を
育
成
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
専
門
的

な
学
識
と
国
際
的
な
視
野
を
そ
な
え
、
わ

が
国
の
各
界
に
活
躍
し
う
る
、
心
身
と
も

に
健
康
な
人
物
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を

わ
れ
わ
れ
は
念
願
し
て
い
ま
す
。

Ｃ.Ｆ. ワレン師
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ご
挨
拶

　
新
入
生
の
保
護
者
・
保
証
人
の
皆
様
、
こ
の
た
び
は

お
子
様
や
ご
家
族
の
ご
入
学
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
桃
山
学
院
大
学
の
教
職
員
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
桃
山
学
院
の
歴
史
は
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七

年
）
に
大
阪
川
口
の
「
外
国
人
居
留
地
」
（
現
在
の
大

阪
市
西
区
川
口
町
）
に
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
団
体
で
あ

る
英
国
聖
公
会
宣
教
協
会
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
男
子
校
（
三
一
小
学
校
）
に
始
ま
り
ま
す
。

Ｃ
．
Ｆ
．
ワ
レ
ン
師
（Charles Frederick W

arren

）

た
ち
の
尽
力
に
よ
り
誕
生
し
た
三
一
小
学
校
は
、
大
阪

聖
三
一
教
会
裏
手
の
一
室
で
男
子
生
徒
一
一
名
の
小
さ

な
学
校
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
少
し
ず

つ
発
展
し
、
桃
山
学
院
大
学
と
し
て
開
学
し
た
の
は
、

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）
の
こ
と
で
す
。
当
初

は
、
経
済
学
部
経
済
学
科
の
み
の
単
科
大
学
で
し
た
。

現
在
の
桃
山
学
院
大
学
は
、
五
学
部
七
学
科
、
四
大
学

院
研
究
科
、
学
生
数
約
六
五
〇
〇
名
を
擁
す
る
人
文
社

会
学
系
の
総
合
大
学
で
す
。

　
桃
山
学
院
大
学
の
特
徴
の
一
つ
は
、
街
や
地
域
で
学

ぶ
実
践
的
な
授
業
や
ゼ
ミ
、
国
内
外
で
実
施
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
研
修
な
ど
、
多
種
多
様
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
数
多
く
用
意
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
中

で
も
長
く
続
い
て
い
る
も
の
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
実
施
さ
れ
る
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
桃
山
学
院
創
立
一
〇
〇
周
年
・
大
学
開
学
二
五

周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
一
九
八
七
年
二
月
に

始
ま
っ
た
も
の
で
、
現
在
も
教
育
後
援
会
様
に
も
ご
支

援
い
た
だ
き
続
い
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
内
容

は
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
や
学
生
、
施
設
・
教
会
関
係

者
、
村
の
人
々
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
方
々
と
の
労

働
・
交
流
な
ど
の
様
々
な
活
動
、
そ
し
て
事
後
の
報
告

書
作
成
・
報
告
会
の
開
催
を
通
し
て
な
さ
れ
る
「
協

働
」
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
体
験
学
習
で
す
。

　
か
つ
て
私
の
ゼ
ミ
生
の
中
に
も
、
こ
の
国
際
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
世
界

を
大
き
く
変
え
た
学
生
が
い
ま
し
た
。
現
地
で
、
貧
し

い
中
で
も
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
る
子
供
た
ち
と
触

れ
合
う
う
ち
に
、
何
に
で
も
文
句
を
言
っ
た
り
甘
え
た

り
し
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
を
初
め
て
恥
ず
か

し
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
も
何
か
人

の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
本
気
で
思
う
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
と
は
い
え
、
そ
れ
が
ど
ん
な
仕
事

か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
自
分
が
す
べ
き
仕
事
を

見
つ
け
る
た
め
に
、
彼
は
帰
国
し
て
か
ら
必
死
で
勉
強

し
ま
し
た
。T

O
E

IC

も
在
学
中
に
四
〇
〇
点
以
上

ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
た
。
今
も
社
会
で
自
分
ら
し
く
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
話
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
体
験
で
得
ら
れ
る

の
は
特
定
の
知
識
や
情
報
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体

験
で
得
ら
れ
る
最
も
大
切
な
も
の
、
そ
れ
は
主
体
的
な

態
度
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
他
人
事
と
し
か
思
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に

な
り
、
全
て
の
こ
と
に
対
し
て
主
体
的
に
関
わ
る
気
持

ち
や
能
力
を
身
に
つ
け
る
。
こ
れ
が
体
験
す
る
こ
と
の

重
要
性
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
主
体
的
な
態
度

こ
そ
が
学
び
の
基
本
姿
勢
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
の
よ
う
な
主
体
的
な
態
度
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と

か
ら
で
も
誰
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

す
。
逆
に
す
べ
て
を
他
人
事
と
し
て
捉
え
て
い
る
限

り
、
ど
れ
だ
け
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、
所
詮
そ

れ
は
単
な
る
言
葉
遊
び
で
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　
体
験
の
内
容
は
、
何
も
海
外
に
長
期
間
行
く
と
い
っ

た
よ
う
な
大
層
な
も
の
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

日
頃
の
小
さ
な
行
為
の
積
み
重
ね
の
中
で
で
も
主
体
的

な
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
た
と
え

ば
、
毎
日
の
勉
強
に
お
い
て
、
本
を
読
む
時
に
線
を
引

い
て
読
む
、
先
生
の
話
を
ノ
ー
ト
に
と
る
、
仲
間
と
一

緒
に
調
査
す
る
、
な
ど
も
十
分
、
体
験
と
な
り
得
ま

す
。
た
だ
こ
の
と
き
大
事
な
こ
と
は
、
受
け
身
で
は
な

く
、
主
体
的
に
必
死
で
や
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
す
る
と
、
日
常
の
小
さ
な
行
為
も
世
界
が
変
わ
る

体
験
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
桃
山
学
院
大
学
で
は
実
践
的
な
学
び
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
色
々
な
こ
と
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
四
年
後
に
は
「
桃
山
学
院
大
学
で
学
べ
て
よ
か
っ

た
」
と
学
生
の
皆
様
に
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

牧野丹奈子
学　長
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　新
入
生
の
保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様
の
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
勉
学
に
励
み
、
課
外
活
動
、
そ
し

て
留
学
な
ど
自
由
闊
達
な
大
学
生
活
を
大
い
に
満
喫
さ

れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
子

供
達
が
大
人
へ
と
成
長
し
て
い
く
最
終
過
程
で
も
あ
り

ま
す
。
社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、
時
に
は
厳
し
く
、
ま

た
あ
る
時
に
は
優
し
く
見
守
り
な
が
ら
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
は
「
大
学
の
教

育
の
発
展
と
充
実
に
協
力
し
後
援
す
る
こ
と
」
を
目
的

に
一
九
五
九
年
、
大
学
開
学
と
同
時
に
発
足
し
ま
し
た
。

大
学
と
の
協
力
関
係
の
も
と
、
学
生
達
が
快
適
に
勉
学

に
励
め
る
よ
う
、
ま
た
、
学
生
自
身
が
「
世
界
の
市

民
」
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
し
う
る
人
材
と
し
て
育
つ

よ
う
支
援
す
る
た
め
に
、
保
護
者
で
組
織
さ
れ
た
保
護

者
の
会
で
あ
り
ま
す
。

　新
入
生
の
皆
様
が
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
を
よ
り
充
実

し
て
過
ご
さ
れ
る
た
め
に
、
大
学
と
教
育
後
援
会
は
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
活
用
さ

れ
、
悔
い
の
な
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
四
年
後
に
は
、
社
会
に
飛
び
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
昨
今
の
就
職
状
況
は
就
職
率
こ
そ
好
転
し

て
お
り
ま
す
が
、
企
業
の
採
用
方
針
、
就
職
活
動
時
期

等
、
以
前
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
安
心
で
き
る
状
況

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
会
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
育
成
支
援
」

に
重
き
を
置
い
て
、
大
学
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
積
極

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　学
生
は
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
課
外
活
動
、

海
外
留
学
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
を
通
じ
て
、
豊
か
な
体
験
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
大
き
く
成
長
し
ま
す
。
勉
学
以

外
に
も
人
間
関
係
、
社
会
の
常
識
や
仕
組
み
、
世
界
の
情

勢
を
肌
で
体
感
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
必
ず
役
立
つ
と
確
信
し
、
次
の
よ
う
な

支
援
・
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
一
）学
生
に
対
す
る
援
助

　・
ク
ラ
ブ
活
動
や
課
外
活
動
へ
の
資
金
援
助
、
大
学

祭
や
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
援
助

　・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
へ
の
援
助
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
援
助

　・
学
生
団
体
貸
付
、
学
生
個
人
貸
付

　・
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
就
職
活
動
支
援

　

（
二
）国
際
交
流
へ
の
援
助

　・
海
外
留
学
援
助

　・
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
対
す
る
援
助

（
三
）保
護
者
と
の
交
流
等

　・
全
国
に
一
四
の
支
部
を
設
け
、
大
学
の
主
催
で
毎

年
支
部
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
す
「
教
育
・
就
職
懇

談
会
」
で
、
大
学
の
近
況
、
学
生
生
活
、
学
業
成

績
、
就
職
状
況
な
ど
に
つ
い
て
大
学
よ
り
説
明
を

行
い
ま
す
。
ま
た
保
護
者
の
皆
様
と
大
学
関
係
者

が
個
別
面
談
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
特

に
、
新
入
生
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
大
学
の
現

状
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
是
非
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

（
四
）広
報
誌
発
行
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

　新
入
生
の
保
護
者
に
提
供
す
る
会
報
「
も
も
や

ま
」
、
教
育
後
援
会
だ
よ
り
「
か
け
は
し
」
の
作
成
・

発
行
、
大
学
広
報
誌
「
ア
ン
デ
レ
ク
ロ
ス
」
の
送
付
、

お
よ
び
教
育
後
援
会
の
活
動
情
報
を
必
要
に
応
じ
て
保

護
者
の
皆
様
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
「
桃
山

学
院
大
学
公
式
サ
イ
ト
」
内
の
「
保
護
者
の
方
へ
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

各
支
部
で
の
活
動
状
況
、
保
護
者
の
皆
様
へ
の
講
演
会

開
催
案
内
等
の
最
新
の
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
後
援
会
活
動
は
、
本
部
役
員
お
よ
び
支
部

長
を
は
じ
め
と
す
る
支
部
役
員
の
方
々
が
中
心
と
な
り
運

営
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
新
し
く
皆
様
方
を
お
迎
え
し
、

皆
様
と
共
に
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　新
入
生
の
皆
様
に
望
む
こ
と
は
、
も
し
も
最
初
、
具
体

的
な
目
標
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
何
が
や
り
た
い
の

か
、
そ
れ
を
こ
の
大
学
生
活
の
中
で
見
つ
け
て
い
く
。
そ

れ
が
、
自
己
実
現
、
能
力
の
開
発
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

自
分
の
希
望
に
合
う
仕
事
を
見
つ
け
社
会
に
出
て
か
ら
も

日
々
、
成
長
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
何
事
も
継
続
す
る
に
は
意
志
と
努
力
が
必
須
で

す
。
ご
家
庭
か
ら
も
是
非
、
ご
子
息
、
ご
息
女
の
学
生
生

活
、
就
職
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
方
に
は
、
本
部
お
よ
び
支
部
が
主
催
す

る
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
体
験
を

通
し
て
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

西田秀治
教育後援会　会長
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新
入
生
の
保
護
者
・
保
証
人
の
皆
様
、
こ
の
た
び
は

お
子
様
や
ご
家
族
の
ご
入
学
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
桃
山
学
院
大
学
の
教
職
員
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
桃
山
学
院
の
歴
史
は
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七

年
）
に
大
阪
川
口
の
「
外
国
人
居
留
地
」
（
現
在
の
大

阪
市
西
区
川
口
町
）
に
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
団
体
で
あ

る
英
国
聖
公
会
宣
教
協
会
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
男
子
校
（
三
一
小
学
校
）
に
始
ま
り
ま
す
。

Ｃ
．
Ｆ
．
ワ
レ
ン
師
（Charles Frederick W

arren

）

た
ち
の
尽
力
に
よ
り
誕
生
し
た
三
一
小
学
校
は
、
大
阪

聖
三
一
教
会
裏
手
の
一
室
で
男
子
生
徒
一
一
名
の
小
さ

な
学
校
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
少
し
ず

つ
発
展
し
、
桃
山
学
院
大
学
と
し
て
開
学
し
た
の
は
、

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）
の
こ
と
で
す
。
当
初

は
、
経
済
学
部
経
済
学
科
の
み
の
単
科
大
学
で
し
た
。

現
在
の
桃
山
学
院
大
学
は
、
五
学
部
七
学
科
、
四
大
学

院
研
究
科
、
学
生
数
約
六
五
〇
〇
名
を
擁
す
る
人
文
社

会
学
系
の
総
合
大
学
で
す
。

　
桃
山
学
院
大
学
の
特
徴
の
一
つ
は
、
街
や
地
域
で
学

ぶ
実
践
的
な
授
業
や
ゼ
ミ
、
国
内
外
で
実
施
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
研
修
な
ど
、
多
種
多
様
な
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
数
多
く
用
意
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
中

で
も
長
く
続
い
て
い
る
も
の
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
実
施
さ
れ
る
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
桃
山
学
院
創
立
一
〇
〇
周
年
・
大
学
開
学
二
五

周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
一
九
八
七
年
二
月
に

始
ま
っ
た
も
の
で
、
現
在
も
教
育
後
援
会
様
に
も
ご
支

援
い
た
だ
き
続
い
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
内
容

は
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
や
学
生
、
施
設
・
教
会
関
係

者
、
村
の
人
々
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
方
々
と
の
労

働
・
交
流
な
ど
の
様
々
な
活
動
、
そ
し
て
事
後
の
報
告

書
作
成
・
報
告
会
の
開
催
を
通
し
て
な
さ
れ
る
「
協

働
」
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
体
験
学
習
で
す
。

　
か
つ
て
私
の
ゼ
ミ
生
の
中
に
も
、
こ
の
国
際
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
世
界

を
大
き
く
変
え
た
学
生
が
い
ま
し
た
。
現
地
で
、
貧
し

い
中
で
も
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
る
子
供
た
ち
と
触

れ
合
う
う
ち
に
、
何
に
で
も
文
句
を
言
っ
た
り
甘
え
た

り
し
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
を
初
め
て
恥
ず
か

し
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
も
何
か
人

の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い
と
本
気
で
思
う
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
と
は
い
え
、
そ
れ
が
ど
ん
な
仕
事

か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
自
分
が
す
べ
き
仕
事
を

見
つ
け
る
た
め
に
、
彼
は
帰
国
し
て
か
ら
必
死
で
勉
強

し
ま
し
た
。T

O
E

IC

も
在
学
中
に
四
〇
〇
点
以
上

ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
た
。
今
も
社
会
で
自
分
ら
し
く
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
話
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
体
験
で
得
ら
れ
る

の
は
特
定
の
知
識
や
情
報
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体

験
で
得
ら
れ
る
最
も
大
切
な
も
の
、
そ
れ
は
主
体
的
な

態
度
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
他
人
事
と
し
か
思
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に

な
り
、
全
て
の
こ
と
に
対
し
て
主
体
的
に
関
わ
る
気
持

ち
や
能
力
を
身
に
つ
け
る
。
こ
れ
が
体
験
す
る
こ
と
の

重
要
性
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
主
体
的
な
態
度

こ
そ
が
学
び
の
基
本
姿
勢
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
の
よ
う
な
主
体
的
な
態
度
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と

か
ら
で
も
誰
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

す
。
逆
に
す
べ
て
を
他
人
事
と
し
て
捉
え
て
い
る
限

り
、
ど
れ
だ
け
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、
所
詮
そ

れ
は
単
な
る
言
葉
遊
び
で
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　
体
験
の
内
容
は
、
何
も
海
外
に
長
期
間
行
く
と
い
っ

た
よ
う
な
大
層
な
も
の
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

日
頃
の
小
さ
な
行
為
の
積
み
重
ね
の
中
で
で
も
主
体
的

な
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
た
と
え

ば
、
毎
日
の
勉
強
に
お
い
て
、
本
を
読
む
時
に
線
を
引

い
て
読
む
、
先
生
の
話
を
ノ
ー
ト
に
と
る
、
仲
間
と
一

緒
に
調
査
す
る
、
な
ど
も
十
分
、
体
験
と
な
り
得
ま

す
。
た
だ
こ
の
と
き
大
事
な
こ
と
は
、
受
け
身
で
は
な

く
、
主
体
的
に
必
死
で
や
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
す
る
と
、
日
常
の
小
さ
な
行
為
も
世
界
が
変
わ
る

体
験
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
桃
山
学
院
大
学
で
は
実
践
的
な
学
び
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
色
々
な
こ
と
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
四
年
後
に
は
「
桃
山
学
院
大
学
で
学
べ
て
よ
か
っ

た
」
と
学
生
の
皆
様
に
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

牧野丹奈子
学　長
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ご
挨
拶

　新
入
生
の
保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様
の
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
勉
学
に
励
み
、
課
外
活
動
、
そ
し

て
留
学
な
ど
自
由
闊
達
な
大
学
生
活
を
大
い
に
満
喫
さ

れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
子

供
達
が
大
人
へ
と
成
長
し
て
い
く
最
終
過
程
で
も
あ
り

ま
す
。
社
会
人
の
先
輩
と
し
て
、
時
に
は
厳
し
く
、
ま

た
あ
る
時
に
は
優
し
く
見
守
り
な
が
ら
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
は
「
大
学
の
教

育
の
発
展
と
充
実
に
協
力
し
後
援
す
る
こ
と
」
を
目
的

に
一
九
五
九
年
、
大
学
開
学
と
同
時
に
発
足
し
ま
し
た
。

大
学
と
の
協
力
関
係
の
も
と
、
学
生
達
が
快
適
に
勉
学

に
励
め
る
よ
う
、
ま
た
、
学
生
自
身
が
「
世
界
の
市

民
」
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
し
う
る
人
材
と
し
て
育
つ

よ
う
支
援
す
る
た
め
に
、
保
護
者
で
組
織
さ
れ
た
保
護

者
の
会
で
あ
り
ま
す
。

　新
入
生
の
皆
様
が
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
を
よ
り
充
実

し
て
過
ご
さ
れ
る
た
め
に
、
大
学
と
教
育
後
援
会
は
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
活
用
さ

れ
、
悔
い
の
な
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
四
年
後
に
は
、
社
会
に
飛
び
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
昨
今
の
就
職
状
況
は
就
職
率
こ
そ
好
転
し

て
お
り
ま
す
が
、
企
業
の
採
用
方
針
、
就
職
活
動
時
期

等
、
以
前
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
安
心
で
き
る
状
況

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
会
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
育
成
支
援
」

に
重
き
を
置
い
て
、
大
学
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
積
極

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　学
生
は
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
課
外
活
動
、

海
外
留
学
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
を
通
じ
て
、
豊
か
な
体
験
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
大
き
く
成
長
し
ま
す
。
勉
学
以

外
に
も
人
間
関
係
、
社
会
の
常
識
や
仕
組
み
、
世
界
の
情

勢
を
肌
で
体
感
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
必
ず
役
立
つ
と
確
信
し
、
次
の
よ
う
な

支
援
・
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
一
）学
生
に
対
す
る
援
助

　・
ク
ラ
ブ
活
動
や
課
外
活
動
へ
の
資
金
援
助
、
大
学

祭
や
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
援
助

　・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
へ
の
援
助
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
援
助

　・
学
生
団
体
貸
付
、
学
生
個
人
貸
付

　・
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
就
職
活
動
支
援

　

（
二
）国
際
交
流
へ
の
援
助

　・
海
外
留
学
援
助

　・
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
対
す
る
援
助

（
三
）保
護
者
と
の
交
流
等

　・
全
国
に
一
四
の
支
部
を
設
け
、
大
学
の
主
催
で
毎

年
支
部
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
す
「
教
育
・
就
職
懇

談
会
」
で
、
大
学
の
近
況
、
学
生
生
活
、
学
業
成

績
、
就
職
状
況
な
ど
に
つ
い
て
大
学
よ
り
説
明
を

行
い
ま
す
。
ま
た
保
護
者
の
皆
様
と
大
学
関
係
者

が
個
別
面
談
し
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
特

に
、
新
入
生
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
大
学
の
現

状
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
是
非
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

（
四
）広
報
誌
発
行
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

　新
入
生
の
保
護
者
に
提
供
す
る
会
報
「
も
も
や

ま
」
、
教
育
後
援
会
だ
よ
り
「
か
け
は
し
」
の
作
成
・

発
行
、
大
学
広
報
誌
「
ア
ン
デ
レ
ク
ロ
ス
」
の
送
付
、

お
よ
び
教
育
後
援
会
の
活
動
情
報
を
必
要
に
応
じ
て
保

護
者
の
皆
様
に
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
「
桃
山

学
院
大
学
公
式
サ
イ
ト
」
内
の
「
保
護
者
の
方
へ
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば

各
支
部
で
の
活
動
状
況
、
保
護
者
の
皆
様
へ
の
講
演
会

開
催
案
内
等
の
最
新
の
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
後
援
会
活
動
は
、
本
部
役
員
お
よ
び
支
部

長
を
は
じ
め
と
す
る
支
部
役
員
の
方
々
が
中
心
と
な
り
運

営
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
新
し
く
皆
様
方
を
お
迎
え
し
、

皆
様
と
共
に
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　新
入
生
の
皆
様
に
望
む
こ
と
は
、
も
し
も
最
初
、
具
体

的
な
目
標
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
何
が
や
り
た
い
の

か
、
そ
れ
を
こ
の
大
学
生
活
の
中
で
見
つ
け
て
い
く
。
そ

れ
が
、
自
己
実
現
、
能
力
の
開
発
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

自
分
の
希
望
に
合
う
仕
事
を
見
つ
け
社
会
に
出
て
か
ら
も

日
々
、
成
長
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
何
事
も
継
続
す
る
に
は
意
志
と
努
力
が
必
須
で

す
。
ご
家
庭
か
ら
も
是
非
、
ご
子
息
、
ご
息
女
の
学
生
生

活
、
就
職
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　保
護
者
の
皆
様
方
に
は
、
本
部
お
よ
び
支
部
が
主
催
す

る
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
体
験
を

通
し
て
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

西田秀治
教育後援会　会長
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はじめに
　ご入学おめでとうございます。これから新しく始まる大学生活
に対する皆様のご期待が伝わってくる思いがいたします。新入生
の方にとりまして、これからの大学生活は自立した人間としての
自己形成のために最も重要な期間かと存じます。新入生の皆様が
大学での学習を始められるにあたり、大学における学習及びカリ
キュラムとセメスター制等について保護者の皆様にもご理解をい
ただくために、以下簡単にご説明いたします。

大学で学習をはじめるにあたって ････････････････････････ 教務課

　大学における学習は、高校までの学習に比べる
と極めて自由度が大きく、自らの学問的関心に即
して目標を定め自主的に勉学するものです。学習
計画は、数多く開講される学科目の中から、各自
が学期（セメスター）毎に履修科目を選び時間割
を作成します。しかし各人の好みのままに学習を
すれば良いというものではなく、一定のルールに
従って体系的総合的な学習計画を立てることが求
められます。
　卒業するためには、4年間学習して、各学部の
カリキュラムにしたがって124単位以上を修得
しなければなりません。本学では学年毎の留年制
度はありませんので、極端な場合0単位でも、1
年次から2年次へ、2年次から3年次へと進むこ
とができます。したがって、単位修得状況や学業
の達成度については、各自が自らの責任におい
て、年次・学期毎に計画・点検をしなくてはなり
ません。傍目には順調に進級しているように見え
ても油断はできません。本学では、学生の皆様に
各学期の終わりにWebで成績を発表します。ま
た、保護者・保証人の皆様には成績表をお送りし
ますので、お子さま方の単位修得状況をご確認い
ただきますようお願いいたします。
　大学での勉学においてはスタートが肝心です。
本学では「学習支援センター」を設置し、アドバ
イザーが様々な側面から学習をサポートしていま
す。当センターを積極的に利用し、順調なスター
トを切れるようご指導・ご助言をよろしくお願い
いたします。

　本学の教育理念は、「キリスト教精神に基づく
人格の淘冶と世界の市民の養成」です。各学部は
それぞれの特色を活かした教育によって、世界の
市民の養成を目指しています。例えば経済学部経
済学科は、身近な事象から「生きた経済学」を学
び、あらゆる社会問題を経済学の視点から捉える

能力を養うことを目的としています。また、社会
学部社会学科では、社会のあらゆる事象を対象
に、隠された意味を解読し、問題点を発見・分析
し、解決方法を探る能力を養うことを目的として
います。このように、各学部がそれぞれに持つ理
念に従いカリキュラム（教育課程）が編成されて
います。ここでは、本学のカリキュラムについて
簡単にご説明します。
　本学のカリキュラムは大きく「共通教育科目」
と「学科教育科目」の2つに分かれます。「共通
教育科目」は、学部･学科の枠を超えた豊かな教
養と幅広い知識を身につけるための科目です。さ
らに「共通教育科目」は、建学の精神にも示され
ている世界の市民にふさわしい基礎知識とコミュ
ニケーション能力を修得するための「共通基礎科
目」、幅広く深い教養を培い、強靭な知性と身体
を養う「共通教養科目」、主として他学部・学科
の教育科目を学び、知的世界を拡大するための
「共通自由科目」に分かれています。
　一方「学科教育科目」は、それぞれの学部・学
科の主軸となる個別科学を確実に学び取り、その
知的深みを究めながらも他の学問分野の成果にも
関連付けて専門的知識を修得するための科目で
す。学部・学科によって異なりますが、学科必修
科目、学科選択科目、学科自由科目などに分けら
れ、それぞれの科目群に多彩な科目が配当されて
います。また、学部・学科によってはコースやモ
デルを設け、学生の皆様が将来の目標や興味のあ
る分野に合わせて学びを深めることができるよう
に工夫がなされています。
　学生の皆様は、それぞれの学問的関心と学部・
学科毎に定められた履修の規則に従って単位を積
み重ねていきます。学部・学科は異なりますが、
例えば経営学部経営学科ですと、共通基礎科目6
単位、共通教養科目16単位、共通自由科目16単
位以上、学科必修科目2単位、学科選択科目70
単位以上の修得が義務付けられています。このよ
うに、各学部のカリキュラムにしたがって4年間
で124単位以上を修得することによって卒業す
ることができるのです。

大学における学習について

カリキュラム（教育課程）について
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　本学では幅広い分野をカバーする各種資格課程
を設けています。これらの資格を取得するために
は、卒業に必要な単位の他に、資格取得のための
単位を修得しなければなりません。そのためには

強い意志と周到な計画が必要となりますが、お子
様の未来を切り開くための大きな強みとなるはず
です。ぜひ、チャレンジしていただきたいと考え
ております。
　以下、それらの資格について簡単にご説明し
ます。

●司書課程
司書は、図書館施設で情報や資料の収集・整理・
配列・貸出などを行う専門職。最近では企業の調
査研究部門においても活躍の場が広がっていま
す。また、エクステンションセンターとの併習に
より「学校司書」の関連科目を在学中に修得する
ことも可能です。

●博物館学芸員課程
産業に関する博物館に勤務するための「産業文化
コース」と、東洋文化に関する博物館に勤務する
ための「東洋文化コース」の2コースを設置して
います。

●日本語教員養成課程
外国語としての日本語教育を行う教員養成関連科
目を、全学部生対象に設置。所定の科目を修得す
ると、本学から「日本語教員資格取得証書」が付
与されます。

●司書教諭課程
司書教諭とは、小・中・高校などの学校図書館に
おいて、管理や運営など専門的職務に従事する教
員です。教員免許状も併せて取得する必要があり
ます。

●社会調査士
※社会学科生のみ

社会調査に関する専門的な知識と技能を修得する
とともに、実際に社会調査を企画・実施し、調査
結果をコンピュータで分析する能力が必要です。
所定の科目を修得することにより、社会調査協会
が認定する「社会調査士」の資格が得られます。
また、それ以上の科目を修得することにより、本
学社会学部が認定する「桃山学院大学社会調査
士」の資格取得も可能です。

●社会福祉士受験資格課程
※社会福祉学科生のみ

日常生活を営むのに支障がある人に対して、福
祉相談・助言・指導を行う「社会福祉士」。所
定の科目を修得すると国家試験の受験資格が得
られます。

●精神保健福祉士受験資格課程
※社会福祉学科生のみ

精神障がい者の生活安定・社会復帰を目的に援助
を行う「精神保健福祉士」。所定の科目を修得す
ると、国家試験の受験資格が得られます。

●介護福祉士受験資格課程
※社会福祉学科生のみ

厚生労働省より介護福祉従事者の中核として位置
づけられている「介護福祉士」。所定の科目を修
得すると国家試験の受験資格が得られます。な
お、介護福祉士受験資格課程単体での履修は認め
られていません。

●レクリエーション・スポーツ関係資格課程
　　　※社会福祉学科生のみ

福祉利用者の生活を豊かにする各種「レクリエー
ション」活動指導のための専門職です。
■レクリエーション・インストラクター
■福祉レクリエーション・ワーカー
■キャンプインストラクター
■キャンプディレクター2級
■初級障がい者スポーツ指導員

●スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程
　※社会福祉学科生のみ

子どもの抱える問題に対し、本人とその周りの環
境に目を向け、学校や関係機関との連携を強化
し、子どもと家庭を支援する専門職です。社会福
祉士または精神保健福祉士も併せて取得する必要
があります。

●任用資格
■社会福祉主事任用資格
■児童指導員任用資格　※社会学部生および教員免許取得者のみ

※社会福祉士受験資格課程、精神保健福祉士受験
資格課程、介護福祉士受験資格課程については、
複数資格の取得を希望する場合、社会福祉士と精
神保健福祉士、社会福祉士と介護福祉士の組み合
せのみ履修可能です。

大学における学習について
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はじめに
　ご入学おめでとうございます。これから新しく始まる大学生活
に対する皆様のご期待が伝わってくる思いがいたします。新入生
の方にとりまして、これからの大学生活は自立した人間としての
自己形成のために最も重要な期間かと存じます。新入生の皆様が
大学での学習を始められるにあたり、大学における学習及びカリ
キュラムとセメスター制等について保護者の皆様にもご理解をい
ただくために、以下簡単にご説明いたします。

大学で学習をはじめるにあたって ････････････････････････ 教務課

　大学における学習は、高校までの学習に比べる
と極めて自由度が大きく、自らの学問的関心に即
して目標を定め自主的に勉学するものです。学習
計画は、数多く開講される学科目の中から、各自
が学期（セメスター）毎に履修科目を選び時間割
を作成します。しかし各人の好みのままに学習を
すれば良いというものではなく、一定のルールに
従って体系的総合的な学習計画を立てることが求
められます。
　卒業するためには、4年間学習して、各学部の
カリキュラムにしたがって124単位以上を修得
しなければなりません。本学では学年毎の留年制
度はありませんので、極端な場合0単位でも、1
年次から2年次へ、2年次から3年次へと進むこ
とができます。したがって、単位修得状況や学業
の達成度については、各自が自らの責任におい
て、年次・学期毎に計画・点検をしなくてはなり
ません。傍目には順調に進級しているように見え
ても油断はできません。本学では、学生の皆様に
各学期の終わりにWebで成績を発表します。ま
た、保護者・保証人の皆様には成績表をお送りし
ますので、お子さま方の単位修得状況をご確認い
ただきますようお願いいたします。
　大学での勉学においてはスタートが肝心です。
本学では「学習支援センター」を設置し、アドバ
イザーが様々な側面から学習をサポートしていま
す。当センターを積極的に利用し、順調なスター
トを切れるようご指導・ご助言をよろしくお願い
いたします。

　本学の教育理念は、「キリスト教精神に基づく
人格の淘冶と世界の市民の養成」です。各学部は
それぞれの特色を活かした教育によって、世界の
市民の養成を目指しています。例えば経済学部経
済学科は、身近な事象から「生きた経済学」を学
び、あらゆる社会問題を経済学の視点から捉える

能力を養うことを目的としています。また、社会
学部社会学科では、社会のあらゆる事象を対象
に、隠された意味を解読し、問題点を発見・分析
し、解決方法を探る能力を養うことを目的として
います。このように、各学部がそれぞれに持つ理
念に従いカリキュラム（教育課程）が編成されて
います。ここでは、本学のカリキュラムについて
簡単にご説明します。
　本学のカリキュラムは大きく「共通教育科目」
と「学科教育科目」の2つに分かれます。「共通
教育科目」は、学部･学科の枠を超えた豊かな教
養と幅広い知識を身につけるための科目です。さ
らに「共通教育科目」は、建学の精神にも示され
ている世界の市民にふさわしい基礎知識とコミュ
ニケーション能力を修得するための「共通基礎科
目」、幅広く深い教養を培い、強靭な知性と身体
を養う「共通教養科目」、主として他学部・学科
の教育科目を学び、知的世界を拡大するための
「共通自由科目」に分かれています。
　一方「学科教育科目」は、それぞれの学部・学
科の主軸となる個別科学を確実に学び取り、その
知的深みを究めながらも他の学問分野の成果にも
関連付けて専門的知識を修得するための科目で
す。学部・学科によって異なりますが、学科必修
科目、学科選択科目、学科自由科目などに分けら
れ、それぞれの科目群に多彩な科目が配当されて
います。また、学部・学科によってはコースやモ
デルを設け、学生の皆様が将来の目標や興味のあ
る分野に合わせて学びを深めることができるよう
に工夫がなされています。
　学生の皆様は、それぞれの学問的関心と学部・
学科毎に定められた履修の規則に従って単位を積
み重ねていきます。学部・学科は異なりますが、
例えば経営学部経営学科ですと、共通基礎科目6
単位、共通教養科目16単位、共通自由科目16単
位以上、学科必修科目2単位、学科選択科目70
単位以上の修得が義務付けられています。このよ
うに、各学部のカリキュラムにしたがって4年間
で124単位以上を修得することによって卒業す
ることができるのです。

大学における学習について

カリキュラム（教育課程）について
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　本学では幅広い分野をカバーする各種資格課程
を設けています。これらの資格を取得するために
は、卒業に必要な単位の他に、資格取得のための
単位を修得しなければなりません。そのためには

強い意志と周到な計画が必要となりますが、お子
様の未来を切り開くための大きな強みとなるはず
です。ぜひ、チャレンジしていただきたいと考え
ております。
　以下、それらの資格について簡単にご説明し
ます。

●司書課程
司書は、図書館施設で情報や資料の収集・整理・
配列・貸出などを行う専門職。最近では企業の調
査研究部門においても活躍の場が広がっていま
す。また、エクステンションセンターとの併習に
より「学校司書」の関連科目を在学中に修得する
ことも可能です。

●博物館学芸員課程
産業に関する博物館に勤務するための「産業文化
コース」と、東洋文化に関する博物館に勤務する
ための「東洋文化コース」の2コースを設置して
います。

●日本語教員養成課程
外国語としての日本語教育を行う教員養成関連科
目を、全学部生対象に設置。所定の科目を修得す
ると、本学から「日本語教員資格取得証書」が付
与されます。

●司書教諭課程
司書教諭とは、小・中・高校などの学校図書館に
おいて、管理や運営など専門的職務に従事する教
員です。教員免許状も併せて取得する必要があり
ます。

●社会調査士
※社会学科生のみ

社会調査に関する専門的な知識と技能を修得する
とともに、実際に社会調査を企画・実施し、調査
結果をコンピュータで分析する能力が必要です。
所定の科目を修得することにより、社会調査協会
が認定する「社会調査士」の資格が得られます。
また、それ以上の科目を修得することにより、本
学社会学部が認定する「桃山学院大学社会調査
士」の資格取得も可能です。

●社会福祉士受験資格課程
※社会福祉学科生のみ

日常生活を営むのに支障がある人に対して、福
祉相談・助言・指導を行う「社会福祉士」。所
定の科目を修得すると国家試験の受験資格が得
られます。

●精神保健福祉士受験資格課程
※社会福祉学科生のみ

精神障がい者の生活安定・社会復帰を目的に援助
を行う「精神保健福祉士」。所定の科目を修得す
ると、国家試験の受験資格が得られます。

●介護福祉士受験資格課程
※社会福祉学科生のみ

厚生労働省より介護福祉従事者の中核として位置
づけられている「介護福祉士」。所定の科目を修
得すると国家試験の受験資格が得られます。な
お、介護福祉士受験資格課程単体での履修は認め
られていません。

●レクリエーション・スポーツ関係資格課程
　　　※社会福祉学科生のみ

福祉利用者の生活を豊かにする各種「レクリエー
ション」活動指導のための専門職です。
■レクリエーション・インストラクター
■福祉レクリエーション・ワーカー
■キャンプインストラクター
■キャンプディレクター2級
■初級障がい者スポーツ指導員

●スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程
　※社会福祉学科生のみ

子どもの抱える問題に対し、本人とその周りの環
境に目を向け、学校や関係機関との連携を強化
し、子どもと家庭を支援する専門職です。社会福
祉士または精神保健福祉士も併せて取得する必要
があります。

●任用資格
■社会福祉主事任用資格
■児童指導員任用資格　※社会学部生および教員免許取得者のみ

※社会福祉士受験資格課程、精神保健福祉士受験
資格課程、介護福祉士受験資格課程については、
複数資格の取得を希望する場合、社会福祉士と精
神保健福祉士、社会福祉士と介護福祉士の組み合
せのみ履修可能です。

大学における学習について
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■＜参考＞主なキャリアセンターの支援行事（2019年度実績）

第1回就職ガイダンス
履歴書の書き方講座
業界研究講座

予約制履歴書添削面談

第2回就職ガイダンス
SPI受験会

インターンシップ参加にむけての講座

第3回就職ガイダンス
SPI対策講座

キャリアセンター担当者との顔合せ面談
履歴書作成講座
知らない企業の魅力発見講座
企業との交流会

模擬面接
就職合宿（学内で1泊2日）
障がい学生向けガイダンス
業界研究フォーラム
女性学生向けガイダンス
SPI対策講座

企業交流会
UIJターン相談会
一緒に履歴書を書きませんか？

第4回就職ガイダンス
留学生ガイダンス
企業リスト作成講座
SPI対策講座

就職合宿（学内で1泊2日）
決起大会
和歌山県企業合同研究会
業界研究フォーラム

第1回就職ガイダンス

インターンシップ準備講座
　・履歴書の書き方・業界研究

第2回就職ガイダンス

第3回就職ガイダンス

第4回就職ガイダンス

公務員説明会

就活Reスタートガイダンス
ワンデイセミナー

模擬面接

模擬面接

ワンデイセミナー
和歌山県企業合同説明会

和歌山・南大阪エリア
　　　　　合同企業説明会

秋採用での内定獲得セミナー

新卒応援ハローワーク
　　　　出張相談（～3月）

採用継続アンケート発送

就活マッチングセミナー

就活マッチングセミナー

就活マッチングセミナー

就職活動支援（3年生）キャリア形成支援（1・2年生） 就職活動支援（4年生）

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月
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将来と進路を考えながら、いきいきと、充実した日々を
･･････････････ キャリアセンター事務課

株式会社関西みらいフィナンシャルグループ
株式会社香川銀行
株式会社池田泉州銀行
株式会社紀陽銀行
株式会社百十四銀行
株式会社伊予銀行
株式会社徳島大正銀行
株式会社鳥取銀行
株式会社四国銀行
株式会社西日本シティ銀行
株式会社中国銀行
大阪信用金庫
大阪シティ信用金庫
大阪厚生信用金庫
大阪商工信用金庫
奈良信用金庫
きのくに信用金庫
播州信用金庫
尼崎信用金庫
大和信用金庫
京都中央信用金庫
兵庫信用金庫
米子信用金庫
近畿産業信用組合
近畿労働金庫
株式会社オリエントコーポレーション
大阪泉州農業協同組合
大阪中河内農業協同組合
和歌山県農業協同組合連合会
大阪南農業協同組合
農林中央金庫
明治安田生命保険相互会社法人総合営業職
日本生命保険相互会社
住友生命保険相互会社

日本郵便株式会社
日本通運株式会社
ＡＮＡホールディングス株式会社
ＡＮＡエアポートサービス株式会社
ＡＮＡ関西空港株式会社
ＡＮＡエアサービス松山
ＡＮＡ沖縄空港株式会社
ＪＡＬスカイエアポート沖縄株式会社
羽田空港サービス株式会社
株式会社Ｋスカイ
西日本旅客鉄道株式会社
四国旅客鉄道株式会社
北海道旅客鉄道株式会社
阪急電鉄株式会社
近畿日本鉄道株式会社
鴻池運輸株式会社
株式会社近鉄エクスプレス
株式会社名門大洋フェリー
神鋼物流株式会社
西鉄物流株式会社
名鉄運輸株式会社
名糖運輸株式会社
株式会社エイチ・アイ・エス
株式会社読売旅行
名鉄観光サービス株式会社

山崎製パン株式会社
クリナップ株式会社
フルタ製菓株式会社
株式会社伊藤園
立川ブラインド工業株式会社
ＨＯＹＡ株式会社
日本製鉄株式会社
大阪製鐵株式会社
美和ロック株式会社
株式会社バッファロー
スズキ株式会社
極東開発工業株式会社
日本ノボパン工業株式会社
ナカバヤシ株式会社
永大産業株式会社
株式会社エーアンドエーマテリアル
神島化学工業株式会社
アマノ株式会社
ストラパック株式会社
株式会社キッツ
株式会社フジキン
株式会社不二越
トピー工業株式会社
文化シヤッター株式会社
フクダ電子株式会社
マツモト機械株式会社

ジェイアール西日本商事株式会社
ＫＩＳＣＯ株式会社
ユーシーシーフーヅ株式会社
エムエム建材株式会社
エレコム株式会社
株式会社ジーシー
キヤノンマーケティングジャパン
株式会社
株式会社日伝
因幡電機産業株式会社
ダイワボウ情報システム株式会社
伊藤忠食品株式会社
井上定株式会社
ナブコドア株式会社
ハート株式会社
ヤマエ久野株式会社
英和株式会社
株式会社ＰＡＬＴＡＣ
株式会社クマヒラ
株式会社サンセイテクノス
株式会社スリーボンド
株式会社メディセオ
株式会社鳥羽洋行
国分西日本株式会社
住商メタルワン鋼管株式会社
村中医療器株式会社
中央自動車工業株式会社
中山福株式会社
東京エレクトロンデバイス株式会社
日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

住友林業株式会社
ＴＯＴＯアクアエンジ株式会社
ニッタン株式会社
奥村組土木興業株式会社
株式会社一条工務店
株式会社鍜治田工務店
大成ロテック株式会社
明星工業株式会社
髙松建設株式会社

イズミヤ株式会社
コーナン商事株式会社
株式会社ファミリーマート
ディーゼルジャパン株式会社
株式会社ライフコーポレーション
株式会社ロック・フィールド
大阪いずみ市民生活協同組合
イオンリテール株式会社
株式会社ヨドバシカメラ
株式会社エディオン
株式会社ニトリ
株式会社キリン堂
関西エアポートリテールサービス株式会社
青山商事株式会社

三井住友トラスト不動産株式会社
住友不動産販売株式会社
住友林業ホームサービス株式会社

株式会社サイバーエージェント
株式会社学情
株式会社船井総研コーポレートリレーションズ
大阪ガスビジネスクリエイト株式会社
コナミホールディングス株式会社
合同会社ユー・エス・ジェイ
株式会社ベネッセホールディングス
株式会社マイナビ
株式会社リクルート
貝塚商工会議所

セントケア・ホールディング株式会社
パナソニックエイジフリー株式会社
社会福祉法人福祥福祉会
株式会社ベネッセスタイルケア
株式会社ニチイ学館
株式会社スーパー・コート
社会福祉法人大阪市社会福祉協議会
社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会
社会福祉法人大阪府社会福祉事業団
社会福祉法人大阪府障害者福祉事業団

警視庁
大阪府警察本部
兵庫県警察本部
京都府警察本部
奈良県警察本部
和歌山県警察本部
広島県警察本部
大阪府庁
京都府庁
和歌山県庁
大阪市役所
羽曳野市役所
河南町役場
紀の川市役所
枚方寝屋川消防組合消防本部
和泉市消防本部
大阪市福祉局
自衛隊
法務教官

金融・保険業 運輸・通信 製造業 卸売業 建設業

小売業 不動産業 教育・マスコミ・公益・その他サービス業 福祉関係 公務

ご入学おめでとうございます。
ご子息・ご息女におかれましては、これから始まる本学で

の学生生活に思いを馳せ、夢と期待に胸を膨らませておられ
ることと思います。

これからの学生生活において、中心になるのが当然のこと
ながら勉強です。しかしその勉強以外でも、何か自分が打ち
込めることを見つけ、その中で目標を設定し、目標を実現す
るための努力をする経験もして欲しいと思います。そうする
ことで、就職活動における代表的な質問である「大学時代に
力を入れていたことは？」「あなたの強みは？」について、
聞かれた際のエピソードができるだけではなく、充実した学
生生活を送ることができます。さらに、努力の過程で出会っ
た人たちとの関わりも人間的な成長に繋がります。
目標に向かって努力することで身につく主体性や行動力。

様々な年代や価値観を持った人たちとの関わりを通じて身に
つくコミュニケーション能力やリーダーシップは、人工知能
（AI）の活用がさらに一般化するこれからの時代において特
に必要とされる能力と言われています。

さて、学生を取り巻く就職状況は、昨年度までは学生有利
の「売り手市場」が続いていましたが、特に今年度は、新型
コロナウイルスが経済にあたえる影響の大きさにより、状況
が一変する可能性もあります。どのような就職状況でも大切

になるのが、早くから将来のことを考え、就職への準備に取
り組むことになります。
これまで採用スケジュールの目安とされていました日本経

済団体連合会（以下「経団連」）による「採用選考に関する
指針」が昨年撤廃されましたが、政府方針として2022年卒
（現2年生）までは、これまで同様、3月に就活情報解禁、4
年生の6月に面接開始というスケジュールが示されました。
しかし、すでにこのスケジュール通りに採用を行なっていな
い企業が多かったこと、また、政府方針も23年卒（現1年
生）については、改めて検討するとされていることからも、
今後のスケジュールがどうなるか不明ですが、就職活動にお
けるインターンシップの重要性は今後も変わらないものと考
えられます。新聞やニュースを通じて社会に関心を持ち、早
い時期から将来について考え、インターンシップ等の機会を
通じて、職業観を養っておくことが悔いのない進路選択に繋
がります。

本学では、授業はもちろん、留学や課外活動、各種資格講
座等、学生の成長につながる機会を多数用意しております。
また、今まで以上に1年生から将来について考え、行動でき
るよう、20年度より新たなキャリア教育を実施します。是
非、これらの機会を活用し、将来、社会で活躍できる人材に
なるための準備を進めていただければと思っております。

主 な 内 定 先
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■＜参考＞主なキャリアセンターの支援行事（2019年度実績）

第1回就職ガイダンス
履歴書の書き方講座
業界研究講座

予約制履歴書添削面談

第2回就職ガイダンス
SPI受験会

インターンシップ参加にむけての講座

第3回就職ガイダンス
SPI対策講座

キャリアセンター担当者との顔合せ面談
履歴書作成講座
知らない企業の魅力発見講座
企業との交流会

模擬面接
就職合宿（学内で1泊2日）
障がい学生向けガイダンス
業界研究フォーラム
女性学生向けガイダンス
SPI対策講座

企業交流会
UIJターン相談会
一緒に履歴書を書きませんか？

第4回就職ガイダンス
留学生ガイダンス
企業リスト作成講座
SPI対策講座

就職合宿（学内で1泊2日）
決起大会
和歌山県企業合同研究会
業界研究フォーラム

第1回就職ガイダンス

インターンシップ準備講座
　・履歴書の書き方・業界研究

第2回就職ガイダンス

第3回就職ガイダンス

第4回就職ガイダンス

公務員説明会

就活Reスタートガイダンス
ワンデイセミナー

模擬面接

模擬面接

ワンデイセミナー
和歌山県企業合同説明会

和歌山・南大阪エリア
　　　　　合同企業説明会

秋採用での内定獲得セミナー

新卒応援ハローワーク
　　　　出張相談（～3月）

採用継続アンケート発送

就活マッチングセミナー

就活マッチングセミナー

就活マッチングセミナー

就職活動支援（3年生）キャリア形成支援（1・2年生） 就職活動支援（4年生）

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月
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将来と進路を考えながら、いきいきと、充実した日々を
･･････････････ キャリアセンター事務課

株式会社関西みらいフィナンシャルグループ
株式会社香川銀行
株式会社池田泉州銀行
株式会社紀陽銀行
株式会社百十四銀行
株式会社伊予銀行
株式会社徳島大正銀行
株式会社鳥取銀行
株式会社四国銀行
株式会社西日本シティ銀行
株式会社中国銀行
大阪信用金庫
大阪シティ信用金庫
大阪厚生信用金庫
大阪商工信用金庫
奈良信用金庫
きのくに信用金庫
播州信用金庫
尼崎信用金庫
大和信用金庫
京都中央信用金庫
兵庫信用金庫
米子信用金庫
近畿産業信用組合
近畿労働金庫
株式会社オリエントコーポレーション
大阪泉州農業協同組合
大阪中河内農業協同組合
和歌山県農業協同組合連合会
大阪南農業協同組合
農林中央金庫
明治安田生命保険相互会社法人総合営業職
日本生命保険相互会社
住友生命保険相互会社

日本郵便株式会社
日本通運株式会社
ＡＮＡホールディングス株式会社
ＡＮＡエアポートサービス株式会社
ＡＮＡ関西空港株式会社
ＡＮＡエアサービス松山
ＡＮＡ沖縄空港株式会社
ＪＡＬスカイエアポート沖縄株式会社
羽田空港サービス株式会社
株式会社Ｋスカイ
西日本旅客鉄道株式会社
四国旅客鉄道株式会社
北海道旅客鉄道株式会社
阪急電鉄株式会社
近畿日本鉄道株式会社
鴻池運輸株式会社
株式会社近鉄エクスプレス
株式会社名門大洋フェリー
神鋼物流株式会社
西鉄物流株式会社
名鉄運輸株式会社
名糖運輸株式会社
株式会社エイチ・アイ・エス
株式会社読売旅行
名鉄観光サービス株式会社

山崎製パン株式会社
クリナップ株式会社
フルタ製菓株式会社
株式会社伊藤園
立川ブラインド工業株式会社
ＨＯＹＡ株式会社
日本製鉄株式会社
大阪製鐵株式会社
美和ロック株式会社
株式会社バッファロー
スズキ株式会社
極東開発工業株式会社
日本ノボパン工業株式会社
ナカバヤシ株式会社
永大産業株式会社
株式会社エーアンドエーマテリアル
神島化学工業株式会社
アマノ株式会社
ストラパック株式会社
株式会社キッツ
株式会社フジキン
株式会社不二越
トピー工業株式会社
文化シヤッター株式会社
フクダ電子株式会社
マツモト機械株式会社

ジェイアール西日本商事株式会社
ＫＩＳＣＯ株式会社
ユーシーシーフーヅ株式会社
エムエム建材株式会社
エレコム株式会社
株式会社ジーシー
キヤノンマーケティングジャパン
株式会社
株式会社日伝
因幡電機産業株式会社
ダイワボウ情報システム株式会社
伊藤忠食品株式会社
井上定株式会社
ナブコドア株式会社
ハート株式会社
ヤマエ久野株式会社
英和株式会社
株式会社ＰＡＬＴＡＣ
株式会社クマヒラ
株式会社サンセイテクノス
株式会社スリーボンド
株式会社メディセオ
株式会社鳥羽洋行
国分西日本株式会社
住商メタルワン鋼管株式会社
村中医療器株式会社
中央自動車工業株式会社
中山福株式会社
東京エレクトロンデバイス株式会社
日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

住友林業株式会社
ＴＯＴＯアクアエンジ株式会社
ニッタン株式会社
奥村組土木興業株式会社
株式会社一条工務店
株式会社鍜治田工務店
大成ロテック株式会社
明星工業株式会社
髙松建設株式会社

イズミヤ株式会社
コーナン商事株式会社
株式会社ファミリーマート
ディーゼルジャパン株式会社
株式会社ライフコーポレーション
株式会社ロック・フィールド
大阪いずみ市民生活協同組合
イオンリテール株式会社
株式会社ヨドバシカメラ
株式会社エディオン
株式会社ニトリ
株式会社キリン堂
関西エアポートリテールサービス株式会社
青山商事株式会社

三井住友トラスト不動産株式会社
住友不動産販売株式会社
住友林業ホームサービス株式会社

株式会社サイバーエージェント
株式会社学情
株式会社船井総研コーポレートリレーションズ
大阪ガスビジネスクリエイト株式会社
コナミホールディングス株式会社
合同会社ユー・エス・ジェイ
株式会社ベネッセホールディングス
株式会社マイナビ
株式会社リクルート
貝塚商工会議所

セントケア・ホールディング株式会社
パナソニックエイジフリー株式会社
社会福祉法人福祥福祉会
株式会社ベネッセスタイルケア
株式会社ニチイ学館
株式会社スーパー・コート
社会福祉法人大阪市社会福祉協議会
社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会
社会福祉法人大阪府社会福祉事業団
社会福祉法人大阪府障害者福祉事業団

警視庁
大阪府警察本部
兵庫県警察本部
京都府警察本部
奈良県警察本部
和歌山県警察本部
広島県警察本部
大阪府庁
京都府庁
和歌山県庁
大阪市役所
羽曳野市役所
河南町役場
紀の川市役所
枚方寝屋川消防組合消防本部
和泉市消防本部
大阪市福祉局
自衛隊
法務教官

金融・保険業 運輸・通信 製造業 卸売業 建設業

小売業 不動産業 教育・マスコミ・公益・その他サービス業 福祉関係 公務

ご入学おめでとうございます。
ご子息・ご息女におかれましては、これから始まる本学で

の学生生活に思いを馳せ、夢と期待に胸を膨らませておられ
ることと思います。

これからの学生生活において、中心になるのが当然のこと
ながら勉強です。しかしその勉強以外でも、何か自分が打ち
込めることを見つけ、その中で目標を設定し、目標を実現す
るための努力をする経験もして欲しいと思います。そうする
ことで、就職活動における代表的な質問である「大学時代に
力を入れていたことは？」「あなたの強みは？」について、
聞かれた際のエピソードができるだけではなく、充実した学
生生活を送ることができます。さらに、努力の過程で出会っ
た人たちとの関わりも人間的な成長に繋がります。
目標に向かって努力することで身につく主体性や行動力。

様々な年代や価値観を持った人たちとの関わりを通じて身に
つくコミュニケーション能力やリーダーシップは、人工知能
（AI）の活用がさらに一般化するこれからの時代において特
に必要とされる能力と言われています。

さて、学生を取り巻く就職状況は、昨年度までは学生有利
の「売り手市場」が続いていましたが、特に今年度は、新型
コロナウイルスが経済にあたえる影響の大きさにより、状況
が一変する可能性もあります。どのような就職状況でも大切

になるのが、早くから将来のことを考え、就職への準備に取
り組むことになります。
これまで採用スケジュールの目安とされていました日本経

済団体連合会（以下「経団連」）による「採用選考に関する
指針」が昨年撤廃されましたが、政府方針として2022年卒
（現2年生）までは、これまで同様、3月に就活情報解禁、4
年生の6月に面接開始というスケジュールが示されました。
しかし、すでにこのスケジュール通りに採用を行なっていな
い企業が多かったこと、また、政府方針も23年卒（現1年
生）については、改めて検討するとされていることからも、
今後のスケジュールがどうなるか不明ですが、就職活動にお
けるインターンシップの重要性は今後も変わらないものと考
えられます。新聞やニュースを通じて社会に関心を持ち、早
い時期から将来について考え、インターンシップ等の機会を
通じて、職業観を養っておくことが悔いのない進路選択に繋
がります。

本学では、授業はもちろん、留学や課外活動、各種資格講
座等、学生の成長につながる機会を多数用意しております。
また、今まで以上に1年生から将来について考え、行動でき
るよう、20年度より新たなキャリア教育を実施します。是
非、これらの機会を活用し、将来、社会で活躍できる人材に
なるための準備を進めていただければと思っております。

主 な 内 定 先
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　本学では、大学への自動車通学を、1987年 10月より「全面禁止」（一部障がい者等は認めている）
しています。
　ここでいう自動車通学とは、授業や課外活動のための通学はもちろんのこと、友人の送り迎えや
待ち合わせおよび所用や遊びのためによる、大学周辺路上や私有地等への駐車なども含まれます。
　こうした自動車通学禁止の措置は、以下の理由によります。

　①本学には自動車通学者用の駐車場を設けるような敷地はなく、入構・駐車を禁止していること。
　　また、公共交通機関による通学が決して不便ではないこと。
　②周辺住民の生活環境が、不法・迷惑駐車・交通妨害などにより侵害され、地域住民の大学に対

する信頼が失われ、社会問題化し、市民生活に重大な支障を与えていること。
　③本学学生の交通事故が毎年数件発生し、また騒音等により教育や研究に多大な支障をきたして

いること。

　上記「自動車通学禁止について」の趣旨を理解し、大学構成員の 1 人として、周辺住民に迷惑を
かけないという責任と学生生活を交通事故から守るためにも、「自動車通学は絶対にしない」という
ことを厳守しなければなりません。
　大学もまた社会の一員であり、当然社会的責任を負っています。従っ
て、大学の構成員としての責任を自覚せず、本学の「自動車通学禁止」
の趣旨を遵守しない場合には、大学として厳しい処分を行います。

（注）
　1　身体障がい者、来客者については、指定の駐車場を用意する。
　2　病気・怪我等による通学困難、クラブ活動の機具・機材運搬等、

特別な事情によるものは届出により許可するものとする。

桃山学院大学　学長

　毎年、本学学生による二輪車の事故が後を絶たず、過去には死亡するケー
スも発生しています。また、公共交通機関による通学は決して不便ではあり
ませんので、可能な限り、特に近距離通学者については、二輪車による通学
を自粛するよう呼びかけます。
　なお、本学では「二輪車通学登録制度」を実施しており、やむを得ず二
輪車による通学を希望する学生は学生支援課にて所定の手続を行ってくだ
さい。
（登録がなされていない車両については入構を一切認めません）
　※バイク自賠責保険には必ず加入を！

　2016 年 7 月 1 日より、大阪府内で自転車を利用する方は、自転車損害賠償責任保険等に加入
しなければなりません。（義務化）自転車損害賠償責任保険等は、自転車を利用中に誤って他人にケ
ガをさせた場合の損害を補償する保険等のことです。
　大阪府内で自転車を利用する方は、これらの保険に加入しなければなりませんので、ご家庭で加
入している保険等の契約内容をご確認ください。
　また、大阪府自転車条例の詳細については、大阪府のホームページを参照し
てください（大阪府自転車条例で検索）。
　なお、生活協同組合でも自転車事故・通学途中の交通事故や怪我の補償に対
応する「学生生活総合保険」を取り扱っています。生活協同組合（聖バルナバ
館1階）までお問い合わせください。

『自動車通学禁止』についての協力依頼
～新入生・保護者の皆さんへ～

『二輪車（単車・バイク）の通学について』

自転車保険について

～二輪車通学は極力自粛を～

桃山学院大学教育後援会会報

9

桃山学院大学教育後援会会報

学生生活を送る上で！････････････････････････････････････ 学生支援課

 「近隣公園で学生が騒いでうるさい」「下宿先で学
生が騒がしい」「近隣住宅の細い路地をバイクで勢
いよく走っている」「タバコやゴミのポイ捨て」等
大学内外で様々な苦情が寄せられています。
　大学としては、基本的に学生に対し、大人とし
て接するスタンスを持っています。しかし、何度
も注意喚起をしなければならないほど、度を超し
ている場合が多くみられます。行き過ぎたマナー
違反に対しては、大学としても何らかの処分をせ
ざるを得ません。
　大学が気持ちよく過ごせる場所になるかどうか
は、学生の行動と心がけ次第です。お互いに協力
して、学生生活を快適に送ることのできる環境作
りが出来るよう保護者の皆様のご助言をお願いし
ます。

　2012年に、サークルの会合にて飲酒後に本学
学生（21歳）が急性アルコール中毒により亡く
なるという痛ましい事故がありました。「飲酒マ
ナー宣言」（下記掲載）に記載のとおり、飲酒に
関する認識を再確認していただき、くれぐれも自
覚を持った行動を心がけるよう保護者の皆様のご
助言をお願いします。

　本学では指定場所以外での喫煙は禁止してお
り、分煙制を導入し、2020年1月には、大学敷
地内全面禁煙に取り組んでいます。『未成年喫煙の
禁止』は当然のことながら、喫煙者と非喫煙者が快
適に学生生活を過ごせるよう喫煙マナーについ
て、ご助言をお願いします。

　ソーシャル・ネットワーキング・サービスは便
利なツールですが一方で、サイト上に個人情報を
開示することにもなります。漏洩した個人情報
は、場合によっては、悪質商法に利用される可能
性もあり、トラブルを招く恐れがあります。

　また、ツイッターなどを利用する際に、軽率な
書き込み（未成年飲酒など）を行ったためにそれ
を見た外部の人から大学に苦情が入ることもあり
ます。
　インターネット上での個人情報開示は、くれぐ
れも慎重に行うようご助言をお願いします。

　アルバイトは「修学費・学生生活費捻出の有効
手段」であり労働経験により、「社会勉強の一
環」となることは言うまでもありません。
　しかし、残念なことにいわゆる「アルバイト漬
け」の生活に陥る学生がいるのも事実で、中には
本業の学業がおろそかになり、留年したため結果
として余分な学費を納めなければならなくなった
学生も見受けられます。
　本学では、「学生に相応しく、学生生活に支
障のない範囲での求人」に限定したアルバイト
の紹介をインターネットから検索できる、「ア
ルバイト紹介システム」（大学が㈱ナジック・
アイ・サポートに業務委託しています）を運用
しています。
　詳細は大学ホームページをご確認下さい。
　また、奨学金の制度等を利用し必要以上にアル
バイトをすることがないよう、ご相談・ご助言を
お願いします。
　

　友人や知人を勧誘して商品などを買わせる
「ネットワークビジネス」、路上で呼び止める
「キャッチセールス」、ハガキや電話で呼び出す
「アポイントセールス」、注文もしないのに商品
を送りつける「押しつけ商法」、先祖の因縁で不
幸になるなどといって恐怖心をつのらせ、心理的
に追い込んで売りつける「霊感商法」など、あの
手この手の悪徳商法が学生をねらっています。
　万一、このような問題に直面したら、ひとりで
悩まず学生支援課や学生相談室に相談に行くよう
にお伝えください。

生活マナーについて

飲酒マナーについて

アルバイトについて

悪徳商法について喫煙マナーについて

インターネット上での個人情報の開示について

本委員会は、飲酒に関連する依存症を含む健康問題や交通犯罪といった重大課題に、大学として適切に対
処するため、また、次世代成人の飲酒マナーを建設的に構築し教育するため、以下のマナーを宣言をする。

１．飲酒はあくまで個人の嗜好であることを確認する。
１．飲酒は個人の好みや体調によってなされるものであり、いかなる強要も行わない。
１．未成年者の飲酒は、許容しない。
１．飲酒運転を未然に確実に防止する。

飲酒マナー宣言

2006年10月30日　学生生活委員長
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　本学では、大学への自動車通学を、1987年 10月より「全面禁止」（一部障がい者等は認めている）
しています。
　ここでいう自動車通学とは、授業や課外活動のための通学はもちろんのこと、友人の送り迎えや
待ち合わせおよび所用や遊びのためによる、大学周辺路上や私有地等への駐車なども含まれます。
　こうした自動車通学禁止の措置は、以下の理由によります。

　①本学には自動車通学者用の駐車場を設けるような敷地はなく、入構・駐車を禁止していること。
　　また、公共交通機関による通学が決して不便ではないこと。
　②周辺住民の生活環境が、不法・迷惑駐車・交通妨害などにより侵害され、地域住民の大学に対

する信頼が失われ、社会問題化し、市民生活に重大な支障を与えていること。
　③本学学生の交通事故が毎年数件発生し、また騒音等により教育や研究に多大な支障をきたして

いること。

　上記「自動車通学禁止について」の趣旨を理解し、大学構成員の 1 人として、周辺住民に迷惑を
かけないという責任と学生生活を交通事故から守るためにも、「自動車通学は絶対にしない」という
ことを厳守しなければなりません。
　大学もまた社会の一員であり、当然社会的責任を負っています。従っ
て、大学の構成員としての責任を自覚せず、本学の「自動車通学禁止」
の趣旨を遵守しない場合には、大学として厳しい処分を行います。

（注）
　1　身体障がい者、来客者については、指定の駐車場を用意する。
　2　病気・怪我等による通学困難、クラブ活動の機具・機材運搬等、

特別な事情によるものは届出により許可するものとする。

桃山学院大学　学長

　毎年、本学学生による二輪車の事故が後を絶たず、過去には死亡するケー
スも発生しています。また、公共交通機関による通学は決して不便ではあり
ませんので、可能な限り、特に近距離通学者については、二輪車による通学
を自粛するよう呼びかけます。
　なお、本学では「二輪車通学登録制度」を実施しており、やむを得ず二
輪車による通学を希望する学生は学生支援課にて所定の手続を行ってくだ
さい。
（登録がなされていない車両については入構を一切認めません）
　※バイク自賠責保険には必ず加入を！

　2016 年 7 月 1 日より、大阪府内で自転車を利用する方は、自転車損害賠償責任保険等に加入
しなければなりません。（義務化）自転車損害賠償責任保険等は、自転車を利用中に誤って他人にケ
ガをさせた場合の損害を補償する保険等のことです。
　大阪府内で自転車を利用する方は、これらの保険に加入しなければなりませんので、ご家庭で加
入している保険等の契約内容をご確認ください。
　また、大阪府自転車条例の詳細については、大阪府のホームページを参照し
てください（大阪府自転車条例で検索）。
　なお、生活協同組合でも自転車事故・通学途中の交通事故や怪我の補償に対
応する「学生生活総合保険」を取り扱っています。生活協同組合（聖バルナバ
館1階）までお問い合わせください。

『自動車通学禁止』についての協力依頼
～新入生・保護者の皆さんへ～

『二輪車（単車・バイク）の通学について』

自転車保険について

～二輪車通学は極力自粛を～

桃山学院大学教育後援会会報
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学生生活を送る上で！････････････････････････････････････ 学生支援課

 「近隣公園で学生が騒いでうるさい」「下宿先で学
生が騒がしい」「近隣住宅の細い路地をバイクで勢
いよく走っている」「タバコやゴミのポイ捨て」等
大学内外で様々な苦情が寄せられています。
　大学としては、基本的に学生に対し、大人とし
て接するスタンスを持っています。しかし、何度
も注意喚起をしなければならないほど、度を超し
ている場合が多くみられます。行き過ぎたマナー
違反に対しては、大学としても何らかの処分をせ
ざるを得ません。
　大学が気持ちよく過ごせる場所になるかどうか
は、学生の行動と心がけ次第です。お互いに協力
して、学生生活を快適に送ることのできる環境作
りが出来るよう保護者の皆様のご助言をお願いし
ます。

　2012年に、サークルの会合にて飲酒後に本学
学生（21歳）が急性アルコール中毒により亡く
なるという痛ましい事故がありました。「飲酒マ
ナー宣言」（下記掲載）に記載のとおり、飲酒に
関する認識を再確認していただき、くれぐれも自
覚を持った行動を心がけるよう保護者の皆様のご
助言をお願いします。

　本学では指定場所以外での喫煙は禁止してお
り、分煙制を導入し、2020年1月には、大学敷
地内全面禁煙に取り組んでいます。『未成年喫煙の
禁止』は当然のことながら、喫煙者と非喫煙者が快
適に学生生活を過ごせるよう喫煙マナーについ
て、ご助言をお願いします。

　ソーシャル・ネットワーキング・サービスは便
利なツールですが一方で、サイト上に個人情報を
開示することにもなります。漏洩した個人情報
は、場合によっては、悪質商法に利用される可能
性もあり、トラブルを招く恐れがあります。

　また、ツイッターなどを利用する際に、軽率な
書き込み（未成年飲酒など）を行ったためにそれ
を見た外部の人から大学に苦情が入ることもあり
ます。
　インターネット上での個人情報開示は、くれぐ
れも慎重に行うようご助言をお願いします。

　アルバイトは「修学費・学生生活費捻出の有効
手段」であり労働経験により、「社会勉強の一
環」となることは言うまでもありません。
　しかし、残念なことにいわゆる「アルバイト漬
け」の生活に陥る学生がいるのも事実で、中には
本業の学業がおろそかになり、留年したため結果
として余分な学費を納めなければならなくなった
学生も見受けられます。
　本学では、「学生に相応しく、学生生活に支
障のない範囲での求人」に限定したアルバイト
の紹介をインターネットから検索できる、「ア
ルバイト紹介システム」（大学が㈱ナジック・
アイ・サポートに業務委託しています）を運用
しています。
　詳細は大学ホームページをご確認下さい。
　また、奨学金の制度等を利用し必要以上にアル
バイトをすることがないよう、ご相談・ご助言を
お願いします。
　

　友人や知人を勧誘して商品などを買わせる
「ネットワークビジネス」、路上で呼び止める
「キャッチセールス」、ハガキや電話で呼び出す
「アポイントセールス」、注文もしないのに商品
を送りつける「押しつけ商法」、先祖の因縁で不
幸になるなどといって恐怖心をつのらせ、心理的
に追い込んで売りつける「霊感商法」など、あの
手この手の悪徳商法が学生をねらっています。
　万一、このような問題に直面したら、ひとりで
悩まず学生支援課や学生相談室に相談に行くよう
にお伝えください。

生活マナーについて

飲酒マナーについて

アルバイトについて

悪徳商法について喫煙マナーについて

インターネット上での個人情報の開示について

本委員会は、飲酒に関連する依存症を含む健康問題や交通犯罪といった重大課題に、大学として適切に対
処するため、また、次世代成人の飲酒マナーを建設的に構築し教育するため、以下のマナーを宣言をする。

１．飲酒はあくまで個人の嗜好であることを確認する。
１．飲酒は個人の好みや体調によってなされるものであり、いかなる強要も行わない。
１．未成年者の飲酒は、許容しない。
１．飲酒運転を未然に確実に防止する。

飲酒マナー宣言

2006年10月30日　学生生活委員長
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健康管理について ･････････････････････････････････････････････ 保健室

　保健室では、在学中の健康管理のため病気・ケガの応急処置や看護
師、学医（内科医）、精神科医、スポーツ整形外科医による健康相談
を行っています。
　慢性疾患等で在学中も継続した医療機関受診が必要な方は、主治医
より「診療情報提供書」を書いてもらって保健室へ持参してくださ
い。病院を紹介いたします。

＜診察・各種相談＞
（1）看護師による対応

平　日　9:10～16:40（土日祝祭日はお休みです）
（2）けがをしたときや気分が悪いときは・・・

応急処置や休養することができます。
（3）身体や心の健康のことで心配なときは・・・

相談に応じ、必要な情報をお知らせします。大学近隣の医療機関情報、健康や食生活、HIV感染等の性感染症、急性アル
コール中毒、禁煙等に関するパンフレットを常置しています。いつでもご相談ください。

（4）学医による健康相談・内科診察
毎週火曜日　13:00～16:00（利用は無料です）

（5）スポーツ整形医による健康相談
月１回　第2水曜日　13:00～16:00（利用は無料です）
診察予定は変更することがありますので、事前にご確認ください。

（6）精神科医による健康相談
月１回　第4金曜日　13:00～16:00（利用は無料です）
診察予定は変更することがありますので、事前にご確認ください。

＜緊急時の連絡について＞
　急病のため救急病院へ救急搬送された場合や、インフルエンザに罹患すると抗ウイルス剤が投与されるのが通常ですが、ひ
とり暮らしでは処方されない場合があり、家族との連絡が必要です。
　体調が悪く、連絡が取れないような状況も想定して、安否確認・帰省する方法を家族と一緒に計画してください。

＜救急箱の準備＞
　風邪や腹痛、頭痛といった急な病気やケガに備えて普段から服用している薬品を準備して下さい。
（救急薬品リスト）
　体温計、爪切り、耳かき、氷枕、絆創膏、ガーゼ、包帯、風邪薬、解熱鎮痛剤、胃腸薬、かゆみ止め　など
　＊保管は高温多湿、直射日光を避けて下さい。

＜遠隔地扶養者証（健康保険証）について＞
　病気やけがで医療機関を受診する際には自分の遠隔地扶養者証（健康保険証）が必要になります。無い場合は医療費全額を
支払うこととなります。下宿される場合は携帯してください。
　遠隔地扶養者証は、在学証明（入学後、証明書自動発行機で発行可）、または下宿先の住民票を添えて、保護者の所属する
事業所、若しくは市区町村の役所に提出し交付を受けてください。

＜定期健康診断について＞
　学則第75条により、本学学生は毎年1回健康診断を受けることを義務づけられています。
　日程についてはM-Port,大学ウェブサイト、保健室ウェブサイト等でご確認ください。

保健室ウェブサイト▶
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内         容 取  扱  窓  口 
経
済
的
な
相
談 

各
種
の
届
・
願
い
出 

各
種
証
明
書 

学
習
・
進
路
相
談 

健
康
上
の
問
題 

◆窓口受付時間／平日9：10～16：40 ☆休暇中の窓口受付時間は、その都度掲示します。 

学費を延納・分納したいとき 
奨学金を受けたいとき 
授業料の減免を受けたいとき 
下宿の紹介を受けたいとき 
緊急の支出及び短期の学資を必要とするとき 
ケガや気分が悪くなったとき 
からだの事で心配なとき 
セクシュアル・ハラスメントに関する相談をしたいとき 
学習に関すること 
海外留学・国際交流に関すること（国際ワークキャンプ（インドネシア）についてはチャペル事務室へ） 
就職に関すること 
学内で資格取得の勉強をしたいとき 
在学証明書・成績証明書等 
学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証） 
健康診断証明書 
盗難や事故、トラブルに巻き込まれたとき 
アルバイトの紹介を受けたいとき 
正課中や課外活動中及び学内でケガをしたとき（保険金請求） 
休学したいとき 
復学したいとき 
退学したいとき 
再入学したいとき 
転学部・転学科したいとき 
住所変更したとき 
姓名変更したとき 
保証人の変更があったとき 
公認欠席の手続きをしたいとき（実習等による） 
公認欠席の手続きをしたいとき（試合・忌引等による） 
学費引落口座に関すること 

学 生 支 援 課  
 
 

保 健 室   
保 健 室 ・ 学 生 相 談 室 等  
教 務 課 ・ 学 習 支 援 セ ン タ ー 
国 際 セ ン タ ー 事 務 課  
キ ャ リ ア セ ン タ ー 事 務 課  
資格サポートコーナー（1 号館 301 教室） 
自動発行機（聖ペテロ館 1 階ロビー） 

（聖ヨハネ館 1 階キャリアセンター事務課前） 
稼動時間（月～金）8：00 ～ 20：00 

 
学 生 支 援 課  
 
 
 
 
 
教 務 課  
 
 
 
 
学 生 支 援 課  
財 務 課  

学生が事故等、緊急 
事態に遭遇した場合 

桃山学院大学へ連絡 
0725－54－3261 
（24時間対応） 

学生支援課長 学生生活委員会等の対応 

教務課長 教務委員等の対応 
 

関連部門へ連絡 
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留学や、学内での国際交流がしたい！そんなときは、国際センターへ

【国内外における、様々な形態の国際交流・留学プログラムを提供しています】
桃山学院大学では、英語をはじめとする８つの言語に関する語学研修をはじめ、海外ボランティアやフィールドワーク、
インターンシップ、日本語教育実習、１年間の交換留学など様々なタイプの留学・研修プログラムを実施しており、その全

てのプログラムで単位認定の仕組みを有しています（詳細は次ページの留学マップをご確認ください）。
また、世界中の学術交流協定大学から受け入れている、留学生との交流を中心とした学内プログラムも多数実施しています。
国際的な経験は、大学生としての学びだけでなく、これからの人生にも大きな影響をもたらしてくれるはずです。国際センター

では、海外研修・留学など各種プログラムの実施やサポートをしています。国際交流や留学プログラムに興味のある方は、ぜ
ひ国際センターへお越しください。

【新入生限定プログラム Beginning Step Program(BSP) について】
数ある海外研修・留学プログラムの中でも、参加資格を新入生に限定しているプログラムとして Beginning Step Program

(BSP)を実施しています。このプログラムは、入学間もない学生が海外各地において「現地学生との交流」や「日系企業の見学」、「在
外公館施設の訪問」などを経験することで、大学での学習目標などを考えることを目的にしています。

プログラムを実施する国・地域はタイ、ベトナム、台湾、中国の４カ国地域で、参加費用はいずれも 10 万円程度です
(2018 年度実績 )。4 月上旬に説明会を実施します。詳細は、国際センターまでお問い合わせください。

【留学費用に関する奨学金制度も充実しています】
桃山学院大学が実施する全てのプログラムには、参加費用を援助する給付型の奨学金・援助金の制度があります（支給基準・

選考により、受給者を決定します）。

国際センターでは、各種海外研修・留学の相談や受付を行っています。詳しくは、国際センター（聖ヨハネ館 2F/ 授業開講
日の 9:10～16:40 で受付）までお問い合わせください。

公式 Facebook（「桃山学院大学国際センター」で検索）や公式 Instagram（「momoyamainternational」で検索）、学生
向けポータルサイト M-Port でも、随時情報を配信しています。ご確認ください。

対象：長期派遣留学
本学の長期派遣留学による全期間中、留学先大学等の正規課程（語学コース
を除く）受講者として認められた者のうち、選考基準を満たす者

対象：本学が実施する 1 学期間以上の留学プログラム
派遣者として認められた者のうち、選考基準を満たす者

対象：国際センターが実施する短期海外研修プログラム
研修への参加が認められた者のうち、選考基準を満たす者

奨学金名称

長期派遣留学
奨励奨学金

短期海外研修
学生援助金

3 名
（学期毎）

50 名

定員
なし

留学期間中における
本学の学費全額免除

【1 学期間】150,000 円
【2 学期間】300,000 円

参加費用の 1 割額
上限 6 万円

募集人数 金　額 条　　件

14 ももやま　2020.412 ももやま 2017.4
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LA / ホーチミンの
日系企業で 1 ヶ月に渡る就業体験

アメリカ /ベトナム
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い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
授
業
以
外
で
単
位
が
取
れ
る
な
ど
安
易
な
考

え
で
参
加
す
る
と
、
自
分
に
も
、
他
の
メ
ン

バ
ー
の
た
め
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り

と
し
た
目
標
を
持
っ
て
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
良
い
成
果
を
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

勧
め
く
だ
さ
い
。

　
バ
リ
島
奥
地
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
村
で
、

２
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
養
護
施
設
で
生

活
す
る
子
ど
も
達
と
交
流
し
な
が
ら
行
う
国

際
交
流
体
験
で
、
本
年
は
桃
山
教
育
大
学
の

学
生
も
一
緒
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
影
響
で
、
参

加
希
望
者
へ
の
説
明
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

未
定
で
す
が
、
学
校
が
始
ま
る
四
月
初
旬
、

参
加
者
募
集
の
説
明
会
（
必
修
）
を
行
い
ま

す
。
掲
示
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
写
真
・
村
の
教
会
の
礼
拝
で
歌
う
参
加
学

生
）

　
学
び
の
躓
き
を
解
消
す
る
た
め
に
学
内
に
は
、様
々

な
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
の
学
び

の
不
安
を
解
決
で
き
る
「
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
語

学
力
を
磨
け
る
「
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
」、
教
員
免

許
取
得
を
目
指
す
学
生
の
た
め
の
「
教
職
セ
ン
タ
ー
」

の
三
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
は
、

運
動
部
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
と
学
業
の
両
立
を
促
す
た

め
の「
ス
ポ
ー
ツ
教
育
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
各
セ
ン
タ
ー
に
は
教
員
が
配
置
さ
れ
、
日
々
、
学

生
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
学
習

の
相
談
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
種
多
様
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
企
画
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
高
校
ま
で

と
の
学
び
の
環
境
の
変
化
に
困
っ
て
い
る
と
き
、
よ

り
高
み
を
目
指
し
た
い
と
き
は
、
ぜ
ひ
各
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
、
よ
り
よ
い
大
学
生
活
を
実
現
し
て
く
だ

さ
い
。

●センター利用時間 月曜～金曜（学年暦に基づき、授業が実施される日）
 9:10 ～ 18:00
 夏期・春期休暇期間中は開室時間が変更されます。
●センターの場所 1 号館 2 階
●センターで相談できること ・履修登録・成績について
 ・大学での学びについて
 ・具体的な学習方法について
 →レポートの書き方
 →プレゼンテーション資料の作成方法
 →ノート･メモの取り方
 →その他、一般的な大学での学習方法について
●詳細や最新情報 ホームページ：

http://www.andrew.ac.jp/lscentre/
 公式 Facebook：

https://www.facebook.com/peach.support/
●センター利用時間 月曜～金曜（学年暦に基づき、授業が実施される日）
 9:20 ～ 18:00

休暇中の窓口受付時間は、外国語教育センター窓
口に掲示します。

●センターの場所 聖ヨハネ館　2 階
●センターで相談できること 英語科目を担当する外国人および日本人の教員や海

外留学経験のあるスタッフが常駐しており、英語学
習や資格取得についての相談に対応するなど、英語
を学ぶ学生をサポートしています。

●詳細や最新情報 ホームページ：
http://www.andrew.ac.jp/lang-centre/

●センター利用時間 月曜～金曜（学年暦に基づき、授業が実施される日）
 9:10 ～ 18:00
 夏期・春期休暇期間中は開室時間が変更されます。
●センターの場所 1 号館 2 階
●センターで相談できること ・教職課程の履修について
 ・教育実習について
 ・教員採用試験について
 その他、教員を目指す学生のサポートを行ってい

ます。
●詳細や最新情報 ホームページ：

http://www.andrew.ac.jp/kyoshoku/
●センター利用時間 月曜～金曜（学年暦に基づき授業が実施される日）
 ○:○○～○○:○○
 夏期・春期休暇期間中は開室時間が変更されます。
●センターの場所 総合体育館　2 階
●センターで相談できること 履修登録・成績について、大学での学びについて、

部活動と学業の両立について
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桃山学院大学教育後援会会報桃山学院大学教育後援会会報

16 ももやま 2016.4

桃山学院大学教育後援会 
組織と活動について〈機能関連図と概要説明〉 

桃山学院大学教育後援会 
組織と活動について〈機能関連図と概要説明〉 

◇教育後援会 本部 
●大学とのコミュニケーション 
 ＊大学の動向や施策を知る（大学説明）
　＊大学の施策を支援する                      
　＊大学の施策等へ提案をする
　＊保護者の声を伝え、必要な協議をする
 
●支部とのコミュニケーション 
 ＊保護者の声を知り、活動に反映させる。
　＊大学の動向や施策の情報を提供する
　＊支部の活動、施策を支援する

◇教育後援会 支部 
●保護者とのコミュニケーション 
 ＊保護者の声を本部に伝え、必要な協議をする
　＊支部独自企画による講演会、懇談会等を実施する。
　＊教育後援会だより「かけはし」へ寄稿する。

課題の解決に向け
「委員会」を設置して取り組んでいます
支部活動に対する支援として
「本部役員の支部担当制」で取り組んでいます

教育後援会 教育後援会 

大 学 

保護者 支 部 本 部 
（全国14支部） 

コミュニケーション 

大学同窓会等の関係者 

大学との直接対話 
教育・就職懇談会 

コミュニケーション 

コミュニケーション 

桃山学院大学教育後援会
組織と活動について〈概要説明〉組織と活動について〈概要説明〉

　教育後援会は、大学と保護者・学生をつなぐ架け橋として、互いの情報等を共有し、学生達
がすばらしい環境で充実した学生生活を送り、社会へ巣立っていくために今、保護者として何
が出来るのかを考え、可能な支援をしていくことを目的として活動しています。
　（大まかな流れ・活動内容は下記のとおりです）
　詳しくは、各ページの活動状況の記事をご覧ください。

連携・情報交換

桃山学院大学教育後援会会報
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真
の
国
際
人
を
目
指
し
て

真
の
国
際
人
を
目
指
し
て

学
び
を
支
え
る
共
通
教
育
機
構
の
セ
ン
タ
ー

学
び
を
支
え
る
共
通
教
育
機
構
の
セ
ン
タ
ー

―
 

国
際
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ン
プ
へ
の
ご
招
待 ―

―
 

国
際
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ン
プ
へ
の
ご
招
待 ―

チ
ャ
プ
レ
ン
　宮
嶋
　眞

　
今
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
世
界
各
国
の
人
々
と
の
交
流
は

か
つ
て
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
進
ん
で
い
ま
す
。
最
近
の
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
に
し
て
も
、
国
際
交
流
が
進
ん
だ
マ
イ
ナ
ス

面
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
見

知
ら
ぬ
世
界
に
出
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
と

隣
り
合
わ
せ
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
予
想
し
、
そ

の
対
策
も
考
え
つ
つ
、
世
界
の
人
々
と
交
流
す
る
道
を
進
ま
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分
た
ち
だ
け
が
何
か
被
害
を
受
け
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
相
手
に
対
し
て
私
た
ち
が
及
ぼ
す
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
に

つ
い
て
も
十
分
な
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

桃
山
学
院
大
学
で
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
、
困
難
が
あ
っ
て
も
、

自
分
ら
し
く
歩
み
、
自
分
の
隠
さ
れ
た
力
や
、
願
い
を
発
見
し
な
が

ら
、
ア
ジ
ア
の
友
人
と
協
働
す
る
力
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
授
業
以
外
で
単
位
が
取
れ
る
な
ど
安
易
な
考

え
で
参
加
す
る
と
、
自
分
に
も
、
他
の
メ
ン

バ
ー
の
た
め
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り

と
し
た
目
標
を
持
っ
て
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
良
い
成
果
を
上
げ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

勧
め
く
だ
さ
い
。

　
バ
リ
島
奥
地
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
村
で
、

２
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
養
護
施
設
で
生

活
す
る
子
ど
も
達
と
交
流
し
な
が
ら
行
う
国

際
交
流
体
験
で
、
本
年
は
桃
山
教
育
大
学
の

学
生
も
一
緒
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
影
響
で
、
参

加
希
望
者
へ
の
説
明
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

未
定
で
す
が
、
学
校
が
始
ま
る
四
月
初
旬
、

参
加
者
募
集
の
説
明
会
（
必
修
）
を
行
い
ま

す
。
掲
示
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
写
真
・
村
の
教
会
の
礼
拝
で
歌
う
参
加
学

生
）

　
学
び
の
躓
き
を
解
消
す
る
た
め
に
学
内
に
は
、様
々

な
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
の
学
び

の
不
安
を
解
決
で
き
る
「
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
語

学
力
を
磨
け
る
「
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
」、
教
員
免

許
取
得
を
目
指
す
学
生
の
た
め
の
「
教
職
セ
ン
タ
ー
」

の
三
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
は
、

運
動
部
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
と
学
業
の
両
立
を
促
す
た

め
の「
ス
ポ
ー
ツ
教
育
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
各
セ
ン
タ
ー
に
は
教
員
が
配
置
さ
れ
、
日
々
、
学

生
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
学
習

の
相
談
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
種
多
様
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
企
画
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
高
校
ま
で

と
の
学
び
の
環
境
の
変
化
に
困
っ
て
い
る
と
き
、
よ

り
高
み
を
目
指
し
た
い
と
き
は
、
ぜ
ひ
各
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
、
よ
り
よ
い
大
学
生
活
を
実
現
し
て
く
だ

さ
い
。

●センター利用時間 月曜～金曜（学年暦に基づき、授業が実施される日）
 9:10 ～ 18:00
 夏期・春期休暇期間中は開室時間が変更されます。
●センターの場所 1 号館 2 階
●センターで相談できること ・履修登録・成績について
 ・大学での学びについて
 ・具体的な学習方法について
 →レポートの書き方
 →プレゼンテーション資料の作成方法
 →ノート･メモの取り方
 →その他、一般的な大学での学習方法について
●詳細や最新情報 ホームページ：

http://www.andrew.ac.jp/lscentre/
 公式 Facebook：

https://www.facebook.com/peach.support/
●センター利用時間 月曜～金曜（学年暦に基づき、授業が実施される日）
 9:20 ～ 18:00

休暇中の窓口受付時間は、外国語教育センター窓
口に掲示します。

●センターの場所 聖ヨハネ館　2 階
●センターで相談できること 英語科目を担当する外国人および日本人の教員や海

外留学経験のあるスタッフが常駐しており、英語学
習や資格取得についての相談に対応するなど、英語
を学ぶ学生をサポートしています。

●詳細や最新情報 ホームページ：
http://www.andrew.ac.jp/lang-centre/

●センター利用時間 月曜～金曜（学年暦に基づき、授業が実施される日）
 9:10 ～ 18:00
 夏期・春期休暇期間中は開室時間が変更されます。
●センターの場所 1 号館 2 階
●センターで相談できること ・教職課程の履修について
 ・教育実習について
 ・教員採用試験について
 その他、教員を目指す学生のサポートを行ってい

ます。
●詳細や最新情報 ホームページ：

http://www.andrew.ac.jp/kyoshoku/
●センター利用時間 月曜～金曜（学年暦に基づき授業が実施される日）
 ○:○○～○○:○○
 夏期・春期休暇期間中は開室時間が変更されます。
●センターの場所 総合体育館　2 階
●センターで相談できること 履修登録・成績について、大学での学びについて、

部活動と学業の両立について
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桃山学院大学教育後援会会報桃山学院大学教育後援会会報

16 ももやま 2016.4

桃山学院大学教育後援会 
組織と活動について〈機能関連図と概要説明〉 

桃山学院大学教育後援会 
組織と活動について〈機能関連図と概要説明〉 

◇教育後援会 本部 
●大学とのコミュニケーション 
 ＊大学の動向や施策を知る（大学説明）
　＊大学の施策を支援する                      
　＊大学の施策等へ提案をする
　＊保護者の声を伝え、必要な協議をする
 
●支部とのコミュニケーション 
 ＊保護者の声を知り、活動に反映させる。
　＊大学の動向や施策の情報を提供する
　＊支部の活動、施策を支援する

◇教育後援会 支部 
●保護者とのコミュニケーション 
 ＊保護者の声を本部に伝え、必要な協議をする
　＊支部独自企画による講演会、懇談会等を実施する。
　＊教育後援会だより「かけはし」へ寄稿する。

課題の解決に向け
「委員会」を設置して取り組んでいます
支部活動に対する支援として
「本部役員の支部担当制」で取り組んでいます

教育後援会 教育後援会 

大 学 

保護者 支 部 本 部 
（全国14支部） 

コミュニケーション 

大学同窓会等の関係者 

大学との直接対話 
教育・就職懇談会 

コミュニケーション 

コミュニケーション 

桃山学院大学教育後援会
組織と活動について〈概要説明〉組織と活動について〈概要説明〉

　教育後援会は、大学と保護者・学生をつなぐ架け橋として、互いの情報等を共有し、学生達
がすばらしい環境で充実した学生生活を送り、社会へ巣立っていくために今、保護者として何
が出来るのかを考え、可能な支援をしていくことを目的として活動しています。
　（大まかな流れ・活動内容は下記のとおりです）
　詳しくは、各ページの活動状況の記事をご覧ください。

連携・情報交換

桃山学院大学教育後援会会報
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教
育
後
援
会
　組
織
運
営
活
動

教
育
後
援
会
　組
織
運
営
活
動

桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
本
部
役
員一覧

桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
本
部
役
員一覧

桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
本
部
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／

桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
本
部
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／

　教
育
後
援
会
は
、
大
学
開
学
と
同
時
に
「
学
生
達
が
す
ば
ら

し
い
環
境
で
勉
学
に
励
み
、
か
つ
学
生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
、

将
来
に
お
い
て
も
こ
の
母
校
が
発
展
し
続
け
る
た
め
に
、
皆
で

何
が
必
要
か
を
考
え
可
能
な
支
援
を
し
て
い
こ
う
」
と
の
主
旨

に
賛
同
し
た
有
志
に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。

　こ
の
教
育
後
援
会
の
運
営
費
用
は
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

会
費
を
基
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
組
織
委
員
会
の
取
組
み

①
教
育
後
援
会
の
運
営
体
制

②
本
部
・
支
部
総
会
お
よ
び
教
育
・
就
職
懇
談
会
の
開
催

③
支
部
活
動
の
支
援

④
関
係
団
体
と
の
連
携

等
に
関
す
る
事
項
を
担
当
し
、
教
育
後
援
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

営
さ
れ
る
よ
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
教
育
後
援
会
の
運
営
体
制
に
つ
い
て

　後
援
会
活
動
は
、
本
部
役
員
、
顧
問
、
評
議
員
、
お
よ
び
全

国
十
四
の
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
支
部
役
員
の
方
々
を
中
心

に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
ま

た
学
生
・
保
護
者
の
声
を
大
学
に
反
映

さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
年
一
回
、
評
議
員
会
を
開

催
し
、
年
間
活
動
計
画
、
予
算
等
を
審

議
し
総
会
に
付
議
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
支
部
長
会
議
や
近
畿
地

区
支
部
長
を
交
え
た
拡
大
本
部
役
員
会

を
開
催
し
、
保
護
者
の
声
を
大
学
に
伝

え
、
大
学
側
の
情
報
等
を
保
護
者
に
提

供
す
る
な
ど
、お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　各
支
部
に
お
い
て
は
、
各
種
の
講
演
会
、
懇
談
会
等
の
行
事
を

企
画
し
保
護
者
同
士
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
後
援
会
だ

よ
り
「
か
け
は
し
」
や
、
教
育
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り

活
動
内
容
の
状
況
報
告
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

②
本
部
・
支
部
総
会
お
よ
び
教
育
・
就
職
懇
談
会
に
つ
い
て

　本
部
お
よ
び
各
支
部
の
総
会
を

年
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
育
・
就
職
懇
談
会
の
実
施
内
容

に
つ
い
て
、
保
護
者
の
要
望
等
に

応
え
、
大
学
側
と
の
対
話
な
ら
び

に
保
護
者
同
士
の
交
流
の
推
進
を

検
討
し
、
開
催
場
所
を
含
め
大
学

と
共
に
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
支
部
活
動
の
支
援
に
つ
い
て

　各
支
部
の
活
動
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
、

本
部
・
各
支
部
の
活
動
状
況
報
告
、
就
職
情
報
を
適
時
発
信
し

て
い
ま
す
。

・
各
支
部
に
相
談
相
手
と
な
る
担
当
の
本
部
役
員
を
定
め
て
、

支
部
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
支
部
活
動
に
つ
い
て
、
保
護
者
か
ら
の
意
見
を
各
支
部
が

募
り
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
企
画
、
実
施
さ
れ
る
支
部
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

④
関
係
団
体
と
の
連
携

　大
学
同
窓
会
等
の
関
係
団
体
・
組
織
等
と
は
、
お
互
い
が
連

携
、
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
支
援
効
果
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
関
係
諸
団
体
が
連
携
を
強
化
し
て
支

援
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
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　本
年
度
も
主
要
な
後
援

会
活
動
の
一
環
と
し
て
、

大
学
主
催
の
教
育
・
就
職

懇
談
会
が
別
表
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
懇
談
会
は
、
学
生

が
立
派
に
就
学
の
実
を
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
学

と
保
護
者
が一体
と
な
っ
て

努
力
し
た
い
と
い
う
願
い

の
も
と
に
開
催
さ
れ
る
も

の
で
す
。
大
学
よ
り
多
数

の
教
職
員
の
方
々
が
出
席

さ
れ
、
大
学
の
教
育
方
針
お
よ
び
現
状
報
告
を
は
じ
め
、
午

前
中
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
成
績
や
学
生
生
活
全
般
に
わ
た
る

説
明
が
行
わ
れ
ま
す
。
午
後
か
ら
は
就
職
に
関
す
る
説
明
お

よ
び
二
年
生
以
上
対
象
に
個
人
別
成
績
面
談
お
よ
び
就
職
面

談
（
両
懇
談
と
も
事
前
申
込
制
）、一
年
生
に
つ
き
ま
し
て
は

成
績
懇
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
学
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要

望
な
ど
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　特
に
新
入
生
の
保
護
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
と
も

こ
の
懇
談
会
に
出
席
さ
れ
、
今
後
四
年
間
の
大
学
生
活
を
有

意
義
に
送
れ
ま
す
よ
う
に
、
大
学
の
方
針
や
現
状
、
し
く
み

な
ど
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　支
部
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
間
活
動
計
画
・
予
算
・

決
算
等
支
部
運
営
に
関
す
る
必
要
事
項
を
審
議
決
定
い
た
し

ま
す
。

　な
お
、
会
場
等
も
含
め
た
詳
し
い
開
催
の
ご
案
内
に
つ
き

ま
し
て
は
、
別
途
ご
送
付
い
た
し
ま
す
。
基
本
的
に
は
在
住

の
支
部
に
ご
出
席
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
日
程
や

地
理
的
な
都
合
上
他
支
部
に
出
席
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

■
教
育
・
就
職
懇
談
会
参
加
者
の
感
想

　教
育
・
就
職
懇
談
会
に
は
、
毎
年
多
数
の
保
護
者
の
方
が

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
懇
談
会
の
感
想
や
学
年
別
懇
談
会
で

出
さ
れ
た
ご
意
見
・
ご
質
問
等
を一部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　《懇
談
会
の
感
想
》

・
子
供
が
何
も
言
わ
な
い
の
で
大
学
の
こ
と
が
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、
参
加
し
て
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

・
今
日
出
席
し
て
、
就
職
の
厳
し
さ
を
理
解
し
ま
し
た
。
子

供
と
話
し
合
い
ま
す
。

・
今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
家
に
帰
り
子
ど
も
た
ち
と

意
見
を
交
わ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
こ
の
よ
う
な
懇
切
丁
寧
な
懇
談
会
で
あ
れ
ば
、一
年
生
か

ら
出
席
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

・
四
年
生
で
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
も
っ
と
早
く
来
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
。
就
職
等
の
い
ろ
い
ろ
な
現
状
を
聞
き
親

も
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

・
今
回
の
出
席
で
教
育
後
援
会
の
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま

し
た
。

・
支
部
役
員
と
な
り
活
動
す
る
こ
と
は
、
親
の
再
教
育
の
場

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　《学
年
別
懇
談
会
で
の
ご
意
見
・
ご
質
問
等
》

・
大
学
が
自
宅
か
ら
遠
い
た
め
、
通
学
等
が
心
配
。
大
学
に

慣
れ
る
の
で
精一杯
の
よ
う
で
す
。

・
大
学
で
ク
ラ
ブ
ば
か
り
し
て
い
る
。
勉
強
に
つ
い
て
い
け

る
か
心
配
し
て
い
ま
す
。

・
海
外
留
学
に
つ
い
て
、
い
つ
頃
か
ら
可
能
か
、
ま
た
ど
ん

な
内
容
か
教
え
て
下
さ
い
。

・
大
学
の
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
と
聞
い
て
い
る
の
で
す
が
、
持
た
せ
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
活
用
方
法
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
就
職
活
動
は
い
つ
頃
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
。

・
教
員
免
許
の
取
得
を
考
え
て
い
ま
す
。一
般
企
業
と
併
行

し
て
就
職
活
動
が
で
き
る
の
で
す
か
。

・
公
務
員
志
望
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
や
れ

ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

・
卒
業
後
も
就
職
が
決
ま
ら
な
い
場
合
、
相
談
に
の
っ
て
も

ら
え
ま
す
か
。

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
、
制
度
等
に
関
し
て
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

二
〇
二
〇
年
度

　教
育
・
就
職
懇
談
会
／
支
部
総
会
日
程

二
〇
二
〇
年
度

　教
育
・
就
職
懇
談
会
／
支
部
総
会
日
程

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
今
夏
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
。）
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教
育
後
援
会
　組
織
運
営
活
動

教
育
後
援
会
　組
織
運
営
活
動

桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
本
部
役
員一覧

桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
本
部
役
員一覧

桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
本
部
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／

桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
本
部
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／

　教
育
後
援
会
は
、
大
学
開
学
と
同
時
に
「
学
生
達
が
す
ば
ら

し
い
環
境
で
勉
学
に
励
み
、
か
つ
学
生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
、

将
来
に
お
い
て
も
こ
の
母
校
が
発
展
し
続
け
る
た
め
に
、
皆
で

何
が
必
要
か
を
考
え
可
能
な
支
援
を
し
て
い
こ
う
」
と
の
主
旨

に
賛
同
し
た
有
志
に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。

　こ
の
教
育
後
援
会
の
運
営
費
用
は
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

会
費
を
基
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
組
織
委
員
会
の
取
組
み

①
教
育
後
援
会
の
運
営
体
制

②
本
部
・
支
部
総
会
お
よ
び
教
育
・
就
職
懇
談
会
の
開
催

③
支
部
活
動
の
支
援

④
関
係
団
体
と
の
連
携

等
に
関
す
る
事
項
を
担
当
し
、
教
育
後
援
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

営
さ
れ
る
よ
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
教
育
後
援
会
の
運
営
体
制
に
つ
い
て

　後
援
会
活
動
は
、
本
部
役
員
、
顧
問
、
評
議
員
、
お
よ
び
全

国
十
四
の
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
支
部
役
員
の
方
々
を
中
心

に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
ま

た
学
生
・
保
護
者
の
声
を
大
学
に
反
映

さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
年
一
回
、
評
議
員
会
を
開

催
し
、
年
間
活
動
計
画
、
予
算
等
を
審

議
し
総
会
に
付
議
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
全
国
支
部
長
会
議
や
近
畿
地

区
支
部
長
を
交
え
た
拡
大
本
部
役
員
会

を
開
催
し
、
保
護
者
の
声
を
大
学
に
伝

え
、
大
学
側
の
情
報
等
を
保
護
者
に
提

供
す
る
な
ど
、お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　各
支
部
に
お
い
て
は
、
各
種
の
講
演
会
、
懇
談
会
等
の
行
事
を

企
画
し
保
護
者
同
士
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
後
援
会
だ

よ
り
「
か
け
は
し
」
や
、
教
育
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り

活
動
内
容
の
状
況
報
告
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

②
本
部
・
支
部
総
会
お
よ
び
教
育
・
就
職
懇
談
会
に
つ
い
て

　本
部
お
よ
び
各
支
部
の
総
会
を

年
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
育
・
就
職
懇
談
会
の
実
施
内
容

に
つ
い
て
、
保
護
者
の
要
望
等
に

応
え
、
大
学
側
と
の
対
話
な
ら
び

に
保
護
者
同
士
の
交
流
の
推
進
を

検
討
し
、
開
催
場
所
を
含
め
大
学

と
共
に
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
支
部
活
動
の
支
援
に
つ
い
て

　各
支
部
の
活
動
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
、

本
部
・
各
支
部
の
活
動
状
況
報
告
、
就
職
情
報
を
適
時
発
信
し

て
い
ま
す
。

・
各
支
部
に
相
談
相
手
と
な
る
担
当
の
本
部
役
員
を
定
め
て
、

支
部
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

・
支
部
活
動
に
つ
い
て
、
保
護
者
か
ら
の
意
見
を
各
支
部
が

募
り
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
企
画
、
実
施
さ
れ
る
支
部
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

④
関
係
団
体
と
の
連
携

　大
学
同
窓
会
等
の
関
係
団
体
・
組
織
等
と
は
、
お
互
い
が
連

携
、
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
な
支
援
効
果
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
関
係
諸
団
体
が
連
携
を
強
化
し
て
支

援
活
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
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　本
年
度
も
主
要
な
後
援

会
活
動
の
一
環
と
し
て
、

大
学
主
催
の
教
育
・
就
職

懇
談
会
が
別
表
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
懇
談
会
は
、
学
生

が
立
派
に
就
学
の
実
を
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
学

と
保
護
者
が一体
と
な
っ
て

努
力
し
た
い
と
い
う
願
い

の
も
と
に
開
催
さ
れ
る
も

の
で
す
。
大
学
よ
り
多
数

の
教
職
員
の
方
々
が
出
席

さ
れ
、
大
学
の
教
育
方
針
お
よ
び
現
状
報
告
を
は
じ
め
、
午

前
中
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
成
績
や
学
生
生
活
全
般
に
わ
た
る

説
明
が
行
わ
れ
ま
す
。
午
後
か
ら
は
就
職
に
関
す
る
説
明
お

よ
び
二
年
生
以
上
対
象
に
個
人
別
成
績
面
談
お
よ
び
就
職
面

談
（
両
懇
談
と
も
事
前
申
込
制
）、一
年
生
に
つ
き
ま
し
て
は

成
績
懇
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
学
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要

望
な
ど
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　特
に
新
入
生
の
保
護
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
と
も

こ
の
懇
談
会
に
出
席
さ
れ
、
今
後
四
年
間
の
大
学
生
活
を
有

意
義
に
送
れ
ま
す
よ
う
に
、
大
学
の
方
針
や
現
状
、
し
く
み

な
ど
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　支
部
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
間
活
動
計
画
・
予
算
・

決
算
等
支
部
運
営
に
関
す
る
必
要
事
項
を
審
議
決
定
い
た
し

ま
す
。

　な
お
、
会
場
等
も
含
め
た
詳
し
い
開
催
の
ご
案
内
に
つ
き

ま
し
て
は
、
別
途
ご
送
付
い
た
し
ま
す
。
基
本
的
に
は
在
住

の
支
部
に
ご
出
席
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
日
程
や

地
理
的
な
都
合
上
他
支
部
に
出
席
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

■
教
育
・
就
職
懇
談
会
参
加
者
の
感
想

　教
育
・
就
職
懇
談
会
に
は
、
毎
年
多
数
の
保
護
者
の
方
が

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
懇
談
会
の
感
想
や
学
年
別
懇
談
会
で

出
さ
れ
た
ご
意
見
・
ご
質
問
等
を一部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　《懇
談
会
の
感
想
》

・
子
供
が
何
も
言
わ
な
い
の
で
大
学
の
こ
と
が
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、
参
加
し
て
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

・
今
日
出
席
し
て
、
就
職
の
厳
し
さ
を
理
解
し
ま
し
た
。
子

供
と
話
し
合
い
ま
す
。

・
今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
家
に
帰
り
子
ど
も
た
ち
と

意
見
を
交
わ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
こ
の
よ
う
な
懇
切
丁
寧
な
懇
談
会
で
あ
れ
ば
、一
年
生
か

ら
出
席
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

・
四
年
生
で
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
も
っ
と
早
く
来
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
。
就
職
等
の
い
ろ
い
ろ
な
現
状
を
聞
き
親

も
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

・
今
回
の
出
席
で
教
育
後
援
会
の
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま

し
た
。

・
支
部
役
員
と
な
り
活
動
す
る
こ
と
は
、
親
の
再
教
育
の
場

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　《学
年
別
懇
談
会
で
の
ご
意
見
・
ご
質
問
等
》

・
大
学
が
自
宅
か
ら
遠
い
た
め
、
通
学
等
が
心
配
。
大
学
に

慣
れ
る
の
で
精一杯
の
よ
う
で
す
。

・
大
学
で
ク
ラ
ブ
ば
か
り
し
て
い
る
。
勉
強
に
つ
い
て
い
け

る
か
心
配
し
て
い
ま
す
。

・
海
外
留
学
に
つ
い
て
、
い
つ
頃
か
ら
可
能
か
、
ま
た
ど
ん

な
内
容
か
教
え
て
下
さ
い
。

・
大
学
の
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
と
聞
い
て
い
る
の
で
す
が
、
持
た
せ
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
活
用
方
法
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
就
職
活
動
は
い
つ
頃
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
。

・
教
員
免
許
の
取
得
を
考
え
て
い
ま
す
。一
般
企
業
と
併
行

し
て
就
職
活
動
が
で
き
る
の
で
す
か
。

・
公
務
員
志
望
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
や
れ

ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

・
卒
業
後
も
就
職
が
決
ま
ら
な
い
場
合
、
相
談
に
の
っ
て
も

ら
え
ま
す
か
。

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
、
制
度
等
に
関
し
て
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

二
〇
二
〇
年
度

　教
育
・
就
職
懇
談
会
／
支
部
総
会
日
程

二
〇
二
〇
年
度

　教
育
・
就
職
懇
談
会
／
支
部
総
会
日
程

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
今
夏
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
。）
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教
育
後
援
会
で
は
、
教
育
及
び
学
生
生
活
の
環

境
を
充
実
さ
せ
、
学
生
が
課
外
活
動
等
の
体
験
を

通
し
て
よ
り
豊
か
で
意
義
あ
る
学
生
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　■
学
生
団
体
へ
の
援
助

　
二
〇
一
九
年
度
は
、
体
育
会
系
ク
ラ
ブ
（
三
三

団
体
）
文
化
系
ク
ラ
ブ
（
一
七
団
体
）

　
未
公
認
団
体
（
サ
ー
ク
ル
二
五
団
体
）
に
援
助

し
ま
し
た
。

■
課
外
活
動
へ
の
援
助

　
課
外
活
動
で
は
、
大
学
祭
（
桃
山
祭
・
体
育
祭
）

や
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
ク
ラ
ブ
強
化
費（
一
九
ク
ラ
ブ
）

に
援
助
し
ま
し
た
。

■
食
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
援
助

　
大
学
が
取
り
組
む
「
食
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
百

円
朝
食
」
に
援
助
し
ま
し
た
。

■「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
発
表
会
」
の
開
催

　
二
〇
一
九
年
十
一
月

一
六
日
（
土
）、
第
十
回

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

発
表
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
学
生
達

に
発
表
の
機
会
を
与
え

る
と
と
も
に
、
学
生
達

が
ど
の
よ
う
な
課
外
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
、
広
く
保
護
者
の
方
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
趣
旨
に
よ
り
大
学
の
協
力
を
得
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
室
」「
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

Ｃ
Ｏ
Ｐ
）」「
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
（
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
）」「
イ
ン
ド
異
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

セ
ミ
ナ
ー
」
の
四
団
体
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

 

　
教
育
後
援
会
で
は
、
大
学
が
取
り
組
む
「
広
い

国
際
的
視
野
と
高
度
な
語
学
力
を
備
え
た
人
材
の

育
成
」
を
支
援
す
る
た
め
、
国
際
交
流
へ
の
援
助

を
活
動
の
重
要
な
柱
と
位
置
付
け
、
経
済
的
支
援

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
皆
様
に
は
教
室
で
の
学
び
だ
け
で
は
な

く
、
海
外
研
修
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
達
成
感
・
責
任
感
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
い
、
大
学
生
活
を
よ
り
有
意

義
な
も
の
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。
保
護
者
の
皆
様
に
も
後
押
し
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
海
外
留
学
へ
の
援
助

　
二
〇
一
九
年
度
は
、
海
外
留
学
に
参
加
し
た
学

生
の
う
ち
、
一
三
八
名
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
援
助
い
た
し
ま
し
た
。

■
国
際
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
援
助

　
毎
年
夏
休
み
に
実
施
さ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
へ
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

一
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■「
留
学
生
振
袖
の
会
」
の
開
催

  

一
月
一
一
日
（
土
）、
第
一
九
回
「
留
学
生
振

袖
の
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
長
年
い
ろ
い

ろ
な
方
面
の
方
々
よ
り
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
大

切
な
着
物
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
尽
力
で 

十
カ
国
一
三
名
の
留
学
生
に
着
付
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
筆
文
字
の
色
紙
や
着
物
の
カ
レ
ン
ダ
の

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
茶
道
部
か
ら
も
着
物
姿
で

お
茶
の
お
点
前
も
あ
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
体

験
し
、
温
か
い
心
に
触
れ
、
日
本
で
の
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
学
の

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
世
界
の
市
民
」
を
実
感
し

た
一
日
で
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
報
告
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
育
後
援
会

　学
生
・
大
学
支
援
活
動
／
国
際
交
流
支
援
活
動

教
育
後
援
会

　学
生
・
大
学
支
援
活
動
／
国
際
交
流
支
援
活
動

学
生
・
大
学
支
援
活
動

国
際
交
流
支
援
活
動

留
学
生
の
感
想
文
よ
り

伝
統
的
な
着
物
や
民
族
衣
装
に
興
味
を
も
っ

て
い
る
の
で
素
晴
ら
し
い
着
物
を
着
れ
た
こ

と
は
、
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
初
は
、
着
物
を
着
る
の
が
少
し
恥
ず
か
し

い
感
じ
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
心
を
込
め
て
着
物
を
着
せ
て
く
だ
さ
り
、

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
本
当
に
楽
し
く
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

着
物
は
日
本
人
に
と
っ
て
、
た
だ
の
服
で
は

な
く
、
美
し
い
文
化
で
あ
り
、
も
っ
と
日
本

文
化
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

私
は
比
較
的
体
も
大
き
く
、
着
物
な
ど
の
サ

イ
ズ
を
探
し
て
い
た
だ
く
の
も
難
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、丁
寧
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
色
々

と
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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就
職
す
る
た
め
の
準
備
は
入
学
の
と
き
か
ら
／
教
育
後
援
会
 
キ

リ
ア
支
援
活
動 

就
職
す
る
た
め
の
準
備
は
入
学
の
と
き
か
ら
／
教
育
後
援
会
 
キ

リ
ア
支
援
活
動 

教
育
後
援
会
の
取
組
み

 

・就職情報の収集と保護者への伝達 

・全国各支部の支援・協力 

・同窓会、同窓生との連携強化 

・保護者のニーズの取りまとめと伝達 
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就
職
す
る
た
め
の
準
備
は
入
学
の
と
き
か
ら
／
教
育
後
援
会
 
キ

リ
ア
支
援
活
動 

就
職
す
る
た
め
の
準
備
は
入
学
の
と
き
か
ら
／
教
育
後
援
会
 
キ

リ
ア
支
援
活
動 

会
援
後
育
教
／
ら
か
き
と
の
学
入
は
備
準
の
め
た
る
す
職
就

　

就
職
は
、
社
会
人
と
し
て
の
人
生
出
発
の
第
一
歩
で
す
。

今
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
全
体
求
人
数
は
企
業

規
模
に
関
わ
ら
す
増
加
が
期
待
さ
れ
企
業
の
採
用
意
欲
は

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
状
況
が
変
わ
る
可
能
性
も
出
て
き
て
お
り
、

実
際
に
就
職
活
動
を
し
て
い
る
学
生
に
と
っ
て
は
、
決
し
て

安
心
で
き
な
い
厳
し
い
就
職
環
境
に
な
る
こ
と
も
予
測
さ

れ
ま
す
。

学
生
が
卒
業
時
に
実
践
的
社
会
人
と
し
て
羽
ば
た
き
活
躍

す
る
に
は
、
入
学
時
か
ら
大
学
生
活
の
目
標
を
定
め
キ
ャ
リ

ア
・
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
委
員
会
で
は
、
学
生
の
就
職
活
動
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
に
、
大
学
を
中
心
と
し
て
、
教

育
後
援
会
・
同
窓
会
が
協
力
し
、
情
報
収
集
と
問
題
意
識
の

共
有
化
等
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
入
学
祝
に
パ
ソ
コ
ン
を

　就
職
関
係
情
報
の
入
手
（
求
人
情
報
・
企
業
の
事
業
内

容
）
、
企
業
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
、
企
業
と
の
連
絡
、
ま
た
大

学
へ
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
、
大
学
か
ら
の
連
絡
等
、
学
生
に

と
っ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
は
必
須
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

※

現
在
で
は
、
モ
バ
イ
ル
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
も
あ
れ
ば

便
利
で
す
。

■
普
段
か
ら

・
過
保
護
に
な
ら
な
い

　学
生
生
活
を
通
じ
て
精
神
的
な
自
立
を
果
た
し
、
就
職
活

動
を
通
じ
将
来
的
な
経
済
的
自
立
に
向
か
っ
て
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
手
を
差
し
伸
べ
た
く
な
り
ま
す
が
、
過
度
な
支
援

は
本
人
の
自
立
を
阻
み
ま
す
。

・
や
り
た
い
こ
と
を
尊
重
し
応
援
す
る

　自
分
で
考
え
た
結
果
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
考
え
た
思

い
を
大
切
に
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
頭
ご
な

し
に
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
一
緒
に
考
え
応
援
す
る
姿
勢

が
効
果
的
で
す
。

・
身
近
な
社
会
人
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

　社
会
経
験
の
少
な
さ
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
就
職

活
動
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。
日

頃
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
や
ご
自
身
の
仕
事
の
経
験
を
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
社
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
就
職
活
動
期
間
中

・
親
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
け
る
こ
と

 

長
所
や
向
い
て
い
る
仕
事
な
ど
、
自
分
の
事
は
意
外
と
分

か
ら
な
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
時
、
親
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら

れ
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
す
。

・
経
済
的
な
サ
ポ
ー
ト

　就
職
活
動
は
、
交
通
費
や
ス
ー
ツ
代
な
ど
費
用
が
か
か
り

ま
す
。
経
済
的
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
で
、
就
職
活
動
に
専

念
で
き
ま
す
。

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
づ
く
り
（
食
事
面
、
生
活
面
）

　慣
れ
な
い
就
職
活
動
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
よ
る
毎

日
の
食
事
や
掃
除
な
ど
、
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
本
人
の
緊

張
や
疲
れ
を
癒
し
ま
す
。

〈
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
挑
戦
〉

 

「
自
分
は
ど
ん
な
仕
事
に
向
い
て
い
る
の
か
な
？
」
ひ
と

り
で
一
生
懸
命
考
え
て
も
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
も
の
で

す
。
実
際
の
仕
事
の
流
れ
や
職
場
に
身
を
お
い
て
周
り
を
観

察
し
た
り
、
自
分
で
「
働
く
」
経
験
を
し
て
初
め
て
わ
か
て

く
る
部
分
が
大
き
い
で
す
。
「
働
く
自
分
が
見
え
て
く
る
」

こ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
最
大
の
狙
い
で
す
。

　最
近
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
か
ら
優
先

的
に
選
考
に
呼
ぶ
企
業
も
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
以
前

に
も
増
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
保
護
者
と
し
て
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
〉
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教
育
後
援
会
で
は
、
教
育
及
び
学
生
生
活
の
環

境
を
充
実
さ
せ
、
学
生
が
課
外
活
動
等
の
体
験
を

通
し
て
よ
り
豊
か
で
意
義
あ
る
学
生
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　■
学
生
団
体
へ
の
援
助

　
二
〇
一
九
年
度
は
、
体
育
会
系
ク
ラ
ブ
（
三
三

団
体
）
文
化
系
ク
ラ
ブ
（
一
七
団
体
）

　
未
公
認
団
体
（
サ
ー
ク
ル
二
五
団
体
）
に
援
助

し
ま
し
た
。

■
課
外
活
動
へ
の
援
助

　
課
外
活
動
で
は
、
大
学
祭
（
桃
山
祭
・
体
育
祭
）

や
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
ク
ラ
ブ
強
化
費（
一
九
ク
ラ
ブ
）

に
援
助
し
ま
し
た
。

■
食
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
援
助

　
大
学
が
取
り
組
む
「
食
育
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
百

円
朝
食
」
に
援
助
し
ま
し
た
。

■「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
発
表
会
」
の
開
催

　
二
〇
一
九
年
十
一
月

一
六
日
（
土
）、
第
十
回

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

発
表
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
学
生
達

に
発
表
の
機
会
を
与
え

る
と
と
も
に
、
学
生
達

が
ど
の
よ
う
な
課
外
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
、
広
く
保
護
者
の
方
々
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
趣
旨
に
よ
り
大
学
の
協
力
を
得
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
室
」「
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

Ｃ
Ｏ
Ｐ
）」「
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
（
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
）」「
イ
ン
ド
異
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

セ
ミ
ナ
ー
」
の
四
団
体
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

 

　
教
育
後
援
会
で
は
、
大
学
が
取
り
組
む
「
広
い

国
際
的
視
野
と
高
度
な
語
学
力
を
備
え
た
人
材
の

育
成
」
を
支
援
す
る
た
め
、
国
際
交
流
へ
の
援
助

を
活
動
の
重
要
な
柱
と
位
置
付
け
、
経
済
的
支
援

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
皆
様
に
は
教
室
で
の
学
び
だ
け
で
は
な

く
、
海
外
研
修
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、
達
成
感
・
責
任
感
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
い
、
大
学
生
活
を
よ
り
有
意

義
な
も
の
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。
保
護
者
の
皆
様
に
も
後
押
し
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
海
外
留
学
へ
の
援
助

　
二
〇
一
九
年
度
は
、
海
外
留
学
に
参
加
し
た
学

生
の
う
ち
、
一
三
八
名
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
援
助
い
た
し
ま
し
た
。

■
国
際
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
援
助

　
毎
年
夏
休
み
に
実
施
さ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
へ
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

一
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■「
留
学
生
振
袖
の
会
」
の
開
催

  

一
月
一
一
日
（
土
）、
第
一
九
回
「
留
学
生
振

袖
の
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
長
年
い
ろ
い

ろ
な
方
面
の
方
々
よ
り
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
大

切
な
着
物
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
尽
力
で 

十
カ
国
一
三
名
の
留
学
生
に
着
付
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
筆
文
字
の
色
紙
や
着
物
の
カ
レ
ン
ダ
の

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
茶
道
部
か
ら
も
着
物
姿
で

お
茶
の
お
点
前
も
あ
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
体

験
し
、
温
か
い
心
に
触
れ
、
日
本
で
の
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
学
の

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
世
界
の
市
民
」
を
実
感
し

た
一
日
で
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
報
告
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
育
後
援
会

　学
生
・
大
学
支
援
活
動
／
国
際
交
流
支
援
活
動

教
育
後
援
会

　学
生
・
大
学
支
援
活
動
／
国
際
交
流
支
援
活
動

学
生
・
大
学
支
援
活
動

国
際
交
流
支
援
活
動

留
学
生
の
感
想
文
よ
り

伝
統
的
な
着
物
や
民
族
衣
装
に
興
味
を
も
っ

て
い
る
の
で
素
晴
ら
し
い
着
物
を
着
れ
た
こ

と
は
、
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
初
は
、
着
物
を
着
る
の
が
少
し
恥
ず
か
し

い
感
じ
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
心
を
込
め
て
着
物
を
着
せ
て
く
だ
さ
り
、

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
本
当
に
楽
し
く
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

着
物
は
日
本
人
に
と
っ
て
、
た
だ
の
服
で
は

な
く
、
美
し
い
文
化
で
あ
り
、
も
っ
と
日
本

文
化
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

私
は
比
較
的
体
も
大
き
く
、
着
物
な
ど
の
サ

イ
ズ
を
探
し
て
い
た
だ
く
の
も
難
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、丁
寧
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
色
々

と
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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保
護
者
と
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
担

う
も
の
が
支
部
活
動
で
す
。
全
国
で
一
四
あ
る
支
部

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
性
を
活
か
し
て
、
保

護
者
へ
の
情
報
提
供
・
交
流
・
自
己
啓
発
・
相
互
親

睦
な
ど
の
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
就
職
講
演
会（
大
阪
北
支
部
）

　二
〇一九
年一〇
月一九
日（
土
）

　桃
山
学
院
大
学 

梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト（
大
阪
市
）

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
山
口
洋
司
氏
他

■
就
職
支
援
講
演
会（
山
陰
支
部
）

　二
〇一九
年一〇
月
二
七
日（
日
）

　
米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー（
鳥
取
県
）

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
奥
健
太
氏
他

■
保
護
者
交
流
会
〜
教
育・就
職
サ
ポ
ー
ト
講
演
会

　（九
州
支
部
）

　二
〇一九
年一一月一〇
日（
日
）

　ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
博
多

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
小
司
順
敏
氏
他

■
桃
山
祭
無
料
休
憩
所（
大
阪
北
／
南
支
部
）

　二
〇一九
年一一月一七
日（
日
）

■
保
護
者
交
流
会（
岡
山
支
部
）

　二
〇一九
年一一月
二
四
日（
日
）

　サ
ン・ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ（
岡
山
市
）

　
講
師
　
西
崎
敬
子
氏

■
保
護
者
懇
親
会（
北
陸
支
部
）

　二
〇一九
年一二
月一日（
日
）

　福
井
市
地
域
交
流
プ
ラ
ザ（
福
井
県
）

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
上
林
靖
彦
課
長
他

■
就
職
支
援
講
演
会（
兵
庫
支
部
）

　二
〇一九
年一二
月
七
日（
土
）

　桃
山
学
院
大
学
　
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト（
大
阪
市
）

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
青
木
洋
太
氏
他

■
就
職
講
演
会（
大
阪
南
支
部
）

　二
〇
二
〇
年
二
月
二
日（
土
）

　本
学
　
二
号
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

　
シ
ア
タ
ー

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　
中
井
達
就
氏
他

■
も
も
や
ま・わ
か
や
ま
の
つ
ど
い

　就
職
支
援
講
演
会

　（和
歌
山
支
部
）

　二
〇
二
〇
年
二
月一六
日（
日
）

　新
橘
八
階
Ｂ
会
議
室（
和
歌
山
市
）

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　
小
司
順
敏
氏
他

教
育
後
援
会
支
部
活
動
／
全
国
支
部
よ
り

教
育
後
援
会
支
部
活
動
／
全
国
支
部
よ
り

▲大阪南支部 ▲兵庫支部

▲岡山支部 ▲九州支部 ▲京都・滋賀支部 ▲山陰支部

▲和歌山支部 ▲四国支部 ▲山口支部 ▲大阪北支部

▲奈良・三重支部 ▲広島支部 ▲北陸支部 ▲東海支部
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■ 桃山学院大学教育後援会規約 

桃
山
学
院
大
学
教
育
後
援
会
弔
慰
規
程 

 
こ
の
規
程
は

本
学
学
部
生

ま
た
は
そ
の
保
護
者
が
逝
去

さ
れ
た
時

大
学
教
育
後
援
会
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す

該
当
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
ら

届
出
用
紙
に
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
用
紙
は
学
生
支
援
課
に
あ
り
ま
す
） 

 

第
一
条
 
本
規
程
は

本
学
学
部
生
（
外
国
人
留
学
生
を
除
く
）

ま
た
は
そ
の
保
護
者
お
よ
び
教
育
後
援
会
会
員
の
資

格
を
有
す
る
者
の
弔
慰
事
項
に
つ
い
て
定
め
る

 

第
二
条
 
前
条
の
者
が
死
亡
し
た
時
は

一
万
円
の
弔
慰
金
を

贈
る

 

第
三
条
 
本
規
程
の
適
用
は

本
学
学
部
生
ま
た
は

遺
族
の

届
出
に
よ
り
行
う

 

第
四
条
 
本
規
程
は

教
育
後
援
会
役
員
会
の
承
認
を
得
て
改

廃
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

付
 
 
則 こ

の
規
程
は

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
） 

六
月
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る

 

大学広報誌「アンデレクロス」送付について 

桃山学院大学　教育後援会事務局
〒594－1198 大阪府和泉市まなび野１－１ 

TEL 0725（54）3131 
FAX 0725（54）3202

附則 この規約は2018年7月23日より改定施行する。

 本会では、大学側の協力を得まして、保護者の方々に大学の状況

をより正確に把握・理解していただくために、大学広報誌「アンデ

レクロス」をご送付しております。 

 同誌は年４回程度発行されており、主として学生を対象に配布さ

れていますが、大学の情報がタイムリーに掲載されており、学内の

状況を知るには最適のものですので、発行都度送付させていただき

ます。 

 なお、本会に関するお問い合わせ等がございましたら、教育後援

会事務局までお願いします。 

（名　称および所在地）
第 1 条　本会は、桃山学院大学教育後援会と称する。

その事務所を「大阪府和泉市まなび野１番１号　桃山学院大学内」
に置く。

（本部・支部）
第 2 条　本会は、本部を桃山学院大学（以下「大学」という。）内に置き、全

国各地に支部を設けることができる。
2　支部規約は、桃山学院大学教育後援会規約に則り、かつ役員会の

承認を得るものとする。
（目　的）
第 3 条　本会は、大学の教育の発展と充実に協力し、これを後援することを
目的とする。

（事　業）
第 4 条　本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（1） 学生の教育厚生等に関し必要と認める援助
（2） 学生の就職に関し必要と認める援助
（3） 学生の課外活動に関し必要と認める援助
（4） 大学の国際交流に関する援助協力
（5） 大学の建築および諸施設について必要があると認める事業に対

する援助
（6） 大学が行う懇談会および講演会の開催支援および援助
（7） 会報およびその他印刷物の発行
（8） その他必要な事業

（会　員）
第 5 条　会員は次の各号のいずれかの要件を備える者全員とする。

（1） 学生の父母またはこれに代わり大学に登録した保証人であるこ
と。

（2） 前号の者で、学生の卒業後も引き続き会員となることを希望す
る者であること。

（会　費）
第 6 条　会員は定められた会費を納入しなければならない。

2　会費の額は、本会評議員会を経て、役員会において定める。
（経　費）
第 7 条　本会の経費は、会費、事業収入および寄付金で支弁する。

2　会計年度は、毎年 5 月 1 日に始まり翌年 4 月 30 日に終るもの
とする。

（役　員）
第 8 条　本会に次の役員を置く。

（1） 会長　　　1 名
（2） 副会長　　若干名
（3） 会計　　　2 名
（4） 会計監査　2 名
（5） 書記　　　若干名
2　役員は、別に定める細則により選任し、定期総会において承認を

得た日から就任する。
3　役員の任期は 2 年とし、再任することができるが、在任期間は

10 年を限度とする。
4　会長の任期は 2 期、また副会長の任期は 3 期を限度とする。
5　補欠選出による役員の任期は、前任者の残任期間とする。

（役員会）
第 9 条　本会に役員会を置く。

2　役員会は、本会の運営について審議決定する。
3　役員会の議決は、出席者の過半数の同意を必要とする。

（役員の職務）
第 10 条  役員の職務は、次のとおりとする。

（1） 会長は、本会を代表し、会務を総理する。また、役員会、実行
委員会、評議員会および総会の議長を選任する。

（2） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故等あるときはその職務を
代行する。

（3） 会計は、本会の会計事務を掌る。
（4） 会計監査は、本会の会計を監査する。
（5） 書記は、議事を記録し、本会の庶務を掌る。

（評議員）
第11条　本会に評議員若干名を置く。

2　評議員は、別に定める細則により選出し、定期総会において承
認を得た日から就任する。

3　評議員の任期は 1 年とし、再任することができる。
（評議員会）
第12条　会長は評議員会を招集し、事業計画、規約改訂等、重要事項に関し

て意見を聴かなければならない。
2　評議員会は評議員の過半数の出席を必要とし、開催場所および

日時並びに付議内容を通知しなければならない。
（顧　問）
第13条　本会に、事業運営の助言者として顧問を置くことができる。

2　会長がこれを推薦し委嘱する。
3　顧問の任期は 2 年とし、再任することができる。

（総　会）
第14条　定期総会は、毎年1回開き、役員の選出ならびに事業計画、予算お

よび決算の承認その他必要事項を審議決定する。
2　臨時総会は、必要に応じて随時開くことができる。
3　総会は会長が招集する。
4　総会の議決は、出席会員の過半数の同意を必要とする。

（総会の議事録）
第15条　総会の議事録は、議長および出席した役員がこれに署名捺印するも

のとする。
2　前項の議事録には、少なくとも次に掲げる事項を記載しなけれ

ばならない。
（1） 開催通知の月日およびその方法
（2） 開会の日時および場所
（3） 会員数およびその出席者数
（4） 議事の経過の要領
（5） 議案別の議決の結果（可決、否決の別および賛否の議決権数）

（実行委員会）
第16条　本会の円滑な運営を図るため、実行委員会を置く。

2　実行委員会は、本会の役員、学長および教職員若干名をもって
構成する。

（事務委託先）
第17条　本会の庶務および会計事務は、大学に委託するものとする。

（予算および決算の取扱い）
第18条　予算が定期総会で承認されるまでの間の会計支出は、あらかじめ役

員会の承認を得るものとする。
2　決算原案は、毎年 5 月末までに作成し、6 月 10 日までに公認会

計士の監査を経て会計監査の監査を受けなければならない。
3　会計監査は、前項の監査に係る監査報告書を 6 月 15 日までに

会長に提出しなければならない。
4　各支部の会計決算報告書および支部活動報告書は、毎年 5 月 15

日までに本部に提出するものとし、かつ当該支部総会の承認を
必要とする。

（規約改定）
第19条　この規約は、総会において出席会員の過半数の賛成により改定する
ことができる



21

桃山学院大学教育後援会会報

　
保
護
者
と
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
担

う
も
の
が
支
部
活
動
で
す
。
全
国
で
一
四
あ
る
支
部

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
性
を
活
か
し
て
、
保

護
者
へ
の
情
報
提
供
・
交
流
・
自
己
啓
発
・
相
互
親

睦
な
ど
の
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
就
職
講
演
会（
大
阪
北
支
部
）

　二
〇一九
年一〇
月一九
日（
土
）

　桃
山
学
院
大
学 

梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト（
大
阪
市
）

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
山
口
洋
司
氏
他

■
就
職
支
援
講
演
会（
山
陰
支
部
）

　二
〇一九
年一〇
月
二
七
日（
日
）

　
米
子
市
淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー（
鳥
取
県
）

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
奥
健
太
氏
他

■
保
護
者
交
流
会
〜
教
育・就
職
サ
ポ
ー
ト
講
演
会

　（九
州
支
部
）

　二
〇一九
年一一月一〇
日（
日
）

　ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
博
多

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
小
司
順
敏
氏
他

■
桃
山
祭
無
料
休
憩
所（
大
阪
北
／
南
支
部
）

　二
〇一九
年一一月一七
日（
日
）

■
保
護
者
交
流
会（
岡
山
支
部
）

　二
〇一九
年一一月
二
四
日（
日
）

　サ
ン・ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ（
岡
山
市
）

　
講
師
　
西
崎
敬
子
氏

■
保
護
者
懇
親
会（
北
陸
支
部
）

　二
〇一九
年一二
月一日（
日
）

　福
井
市
地
域
交
流
プ
ラ
ザ（
福
井
県
）

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
上
林
靖
彦
課
長
他

■
就
職
支
援
講
演
会（
兵
庫
支
部
）

　二
〇一九
年一二
月
七
日（
土
）

　桃
山
学
院
大
学
　
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト（
大
阪
市
）

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
青
木
洋
太
氏
他

■
就
職
講
演
会（
大
阪
南
支
部
）

　二
〇
二
〇
年
二
月
二
日（
土
）

　本
学
　
二
号
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

　
シ
ア
タ
ー

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　
中
井
達
就
氏
他

■
も
も
や
ま・わ
か
や
ま
の
つ
ど
い

　就
職
支
援
講
演
会

　（和
歌
山
支
部
）

　二
〇
二
〇
年
二
月一六
日（
日
）

　新
橘
八
階
Ｂ
会
議
室（
和
歌
山
市
）

　
講
師
　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　
小
司
順
敏
氏
他

教
育
後
援
会
支
部
活
動
／
全
国
支
部
よ
り

教
育
後
援
会
支
部
活
動
／
全
国
支
部
よ
り

▲大阪南支部 ▲兵庫支部

▲岡山支部 ▲九州支部 ▲京都・滋賀支部 ▲山陰支部

▲和歌山支部 ▲四国支部 ▲山口支部 ▲大阪北支部

▲奈良・三重支部 ▲広島支部 ▲北陸支部 ▲東海支部
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■ 桃山学院大学教育後援会規約 
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弔
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規
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大学広報誌「アンデレクロス」送付について 

桃山学院大学　教育後援会事務局
〒594－1198 大阪府和泉市まなび野１－１ 

TEL 0725（54）3131 
FAX 0725（54）3202

附則 この規約は2018年7月23日より改定施行する。

 本会では、大学側の協力を得まして、保護者の方々に大学の状況

をより正確に把握・理解していただくために、大学広報誌「アンデ

レクロス」をご送付しております。 

 同誌は年４回程度発行されており、主として学生を対象に配布さ

れていますが、大学の情報がタイムリーに掲載されており、学内の

状況を知るには最適のものですので、発行都度送付させていただき

ます。 

 なお、本会に関するお問い合わせ等がございましたら、教育後援

会事務局までお願いします。 

（名　称および所在地）
第 1 条　本会は、桃山学院大学教育後援会と称する。

その事務所を「大阪府和泉市まなび野１番１号　桃山学院大学内」
に置く。

（本部・支部）
第 2 条　本会は、本部を桃山学院大学（以下「大学」という。）内に置き、全

国各地に支部を設けることができる。
2　支部規約は、桃山学院大学教育後援会規約に則り、かつ役員会の

承認を得るものとする。
（目　的）
第 3 条　本会は、大学の教育の発展と充実に協力し、これを後援することを
目的とする。

（事　業）
第 4 条　本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（1） 学生の教育厚生等に関し必要と認める援助
（2） 学生の就職に関し必要と認める援助
（3） 学生の課外活動に関し必要と認める援助
（4） 大学の国際交流に関する援助協力
（5） 大学の建築および諸施設について必要があると認める事業に対

する援助
（6） 大学が行う懇談会および講演会の開催支援および援助
（7） 会報およびその他印刷物の発行
（8） その他必要な事業

（会　員）
第 5 条　会員は次の各号のいずれかの要件を備える者全員とする。

（1） 学生の父母またはこれに代わり大学に登録した保証人であるこ
と。

（2） 前号の者で、学生の卒業後も引き続き会員となることを希望す
る者であること。

（会　費）
第 6 条　会員は定められた会費を納入しなければならない。

2　会費の額は、本会評議員会を経て、役員会において定める。
（経　費）
第 7 条　本会の経費は、会費、事業収入および寄付金で支弁する。

2　会計年度は、毎年 5 月 1 日に始まり翌年 4 月 30 日に終るもの
とする。

（役　員）
第 8 条　本会に次の役員を置く。

（1） 会長　　　1 名
（2） 副会長　　若干名
（3） 会計　　　2 名
（4） 会計監査　2 名
（5） 書記　　　若干名
2　役員は、別に定める細則により選任し、定期総会において承認を

得た日から就任する。
3　役員の任期は 2 年とし、再任することができるが、在任期間は

10 年を限度とする。
4　会長の任期は 2 期、また副会長の任期は 3 期を限度とする。
5　補欠選出による役員の任期は、前任者の残任期間とする。

（役員会）
第 9 条　本会に役員会を置く。

2　役員会は、本会の運営について審議決定する。
3　役員会の議決は、出席者の過半数の同意を必要とする。

（役員の職務）
第 10 条  役員の職務は、次のとおりとする。

（1） 会長は、本会を代表し、会務を総理する。また、役員会、実行
委員会、評議員会および総会の議長を選任する。

（2） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故等あるときはその職務を
代行する。

（3） 会計は、本会の会計事務を掌る。
（4） 会計監査は、本会の会計を監査する。
（5） 書記は、議事を記録し、本会の庶務を掌る。

（評議員）
第11条　本会に評議員若干名を置く。

2　評議員は、別に定める細則により選出し、定期総会において承
認を得た日から就任する。

3　評議員の任期は 1 年とし、再任することができる。
（評議員会）
第12条　会長は評議員会を招集し、事業計画、規約改訂等、重要事項に関し

て意見を聴かなければならない。
2　評議員会は評議員の過半数の出席を必要とし、開催場所および

日時並びに付議内容を通知しなければならない。
（顧　問）
第13条　本会に、事業運営の助言者として顧問を置くことができる。

2　会長がこれを推薦し委嘱する。
3　顧問の任期は 2 年とし、再任することができる。

（総　会）
第14条　定期総会は、毎年1回開き、役員の選出ならびに事業計画、予算お

よび決算の承認その他必要事項を審議決定する。
2　臨時総会は、必要に応じて随時開くことができる。
3　総会は会長が招集する。
4　総会の議決は、出席会員の過半数の同意を必要とする。

（総会の議事録）
第15条　総会の議事録は、議長および出席した役員がこれに署名捺印するも

のとする。
2　前項の議事録には、少なくとも次に掲げる事項を記載しなけれ

ばならない。
（1） 開催通知の月日およびその方法
（2） 開会の日時および場所
（3） 会員数およびその出席者数
（4） 議事の経過の要領
（5） 議案別の議決の結果（可決、否決の別および賛否の議決権数）

（実行委員会）
第16条　本会の円滑な運営を図るため、実行委員会を置く。

2　実行委員会は、本会の役員、学長および教職員若干名をもって
構成する。

（事務委託先）
第17条　本会の庶務および会計事務は、大学に委託するものとする。

（予算および決算の取扱い）
第18条　予算が定期総会で承認されるまでの間の会計支出は、あらかじめ役

員会の承認を得るものとする。
2　決算原案は、毎年 5 月末までに作成し、6 月 10 日までに公認会

計士の監査を経て会計監査の監査を受けなければならない。
3　会計監査は、前項の監査に係る監査報告書を 6 月 15 日までに

会長に提出しなければならない。
4　各支部の会計決算報告書および支部活動報告書は、毎年 5 月 15

日までに本部に提出するものとし、かつ当該支部総会の承認を
必要とする。

（規約改定）
第19条　この規約は、総会において出席会員の過半数の賛成により改定する
ことができる



教育後援会活動内容・支部（該当府県）区分

本 部

学生・大学支援活動

◆学生団体・課外活動援助
◆学生優秀団体援助
◆スポーツ推薦クラブ強化援助
◆大学祭・新歓祭援助
◆卒業パーティー援助
◆新入生・卒業生記念品贈呈
◆食育キャンペーン援助
◆教育後援会経済援助奨学金
◆学生個人貸付金・学生団体貸付金

◆海外留学援助
◆国際ワークキャンプ援助
◆留学生振袖の会
◆国際センターへの協力・
 支援
◆国際交流基金

◆教育・就職懇談会／
        支部総会開催
◆地域懇談会開催
◆支部活動援助
◆年度運営方針の策定・集約
◆規則・規約の制定・改廃
◆大学同窓会連携

◆教育後援会会報「ももやま」発行 
◆教育後援会だより「かけはし」発行
◆大学広報誌「アンデレクロス」の送付
◆ホームページの作成

◆就職情報の収集
◆キャリア教育への支援・援助
◆キャリアセンターへの協力・援助
◆全国各支部との協力・援助
◆同窓会（同窓生）との協力

国際交流支援活動 組織運営活動 広報活動 キャリア支援活動

総 会

大阪北支部：大阪市・池田市・茨木市・交野市・門真市・四條畷市・
      吹田市・摂津市・大東市・高槻市・豊中市・寝屋川市・
      東大阪市・枚方市・箕面市・守口市・豊能郡・三島郡

大阪南支部：堺市・和泉市・泉大津市・泉佐野市・貝塚市・柏原市・
      河内長野市・岸和田市・泉南市・高石市・富田林市・
      羽曳野市・阪南市・藤井寺市・松原市・八尾市・
      大阪狭山市・泉南郡・泉北郡・南河内郡

発行 桃山学院大学教育後援会事務局 大阪府和泉市まなび野1番1号  TEL.0725（54）3131（代）
URL http://www.andrew.ac.jp/koyu/kouenkai.html
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本支部区分は、2020年3月31日現在


